




第26回全国女性消防操法大会
第２回審査員研修会を開催

（３頁に掲載）



１　佐賀県の紹介
　令和５年５月26日（金）から公益財団法人佐
賀県消防協会会長に就任しています太良町消
防団長の秀島寛と申します。
　佐賀県は九州の北西部に位置し、東は福岡
県、西は長崎県に接し、北は玄界灘、南は有
明海に面しています。
　気候は、年間の平均気温が16度前後の地域
が多く、穏やかな気候で災害等も比較的少な
く、大変過ごしやすい県です。

２　佐賀県消防協会について
　現在佐賀県では、10市10町に消防団があり、
令和７年４月１日（火）現在15,735名の団員が
日々活動を行っています。また、県内17市町
に女性消防団があり、374名の女性消防団の
方々にも活動・ご活躍いただき、佐賀県は消
防団組織率（住民数における消防団員の割合）
が22年連続で全国一位となっています。
　しかし、近年は佐賀県においても年々消防
団員数が減少しています。当協会も県等の関
係機関と協力し、消防団員確保対策事業に取
り組んでおり、地域の事業所に『消防団応援
の店』として登録いただき、消防団員がホテ
ル、旅館、飲食店等を利用した時に割引等の
サービスを受けられる制度や、地元新聞やテ
レビ局のコマーシャルに消防団員が出演し、
地域での活動の様子や消防団の取り組み等を
広く県民へ広報する消防団PR事業等を行っ
ております。より身近に消防団やその活動を
知ってもらい、地域で消防団を育て、応援し
ていく、そのような支援を今後も取り組んで
いきたいと考えています。

【消防団PR事業】
https://saga-hero.com/

３　太良町等での活動
　私の地元、太良町消防団では、入退団式や
夏季点検、新年の出初式、全団員訓練や分団
訓練、年末警戒などの行事を実施しておりま
す。現在の消防団員はサラリーマン等で日中
不在となる者や夜間や休日に働く団員も多く
なり、火災や防災活動等に対応可能な人員が
減少しております。そのため、太良町では令
和３年度から機能別消防団員として消防団員
OBに再入団してもらい、消防職員や消防団
員の後方支援や新入団員への指導などを行う
支援団員として活動を行ってもらうことで、
町の人口が減少する中でも町村合併から70年
の間、条例定数500名を確保し、日々の消防
団活動を行ってきております。

巻 頭 言
「佐賀県消防はひとつ…　チーム佐賀県消防」 
日本一の強い絆が地域を守る！

（公財）佐賀県消防協会　会長　秀島　寛
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　また、令和元年から令和３年に発生した佐
賀県での豪雨災害では県内各地で大規模な災
害が発生し、近隣市町でも長期間に渡る浸水
により多くの住民が被災されましたが、太良
町消防団を始め、近隣７市町で構成する杵藤
地区の消防団で一致団結し、いち早く被災地
域への支援を行いました。
　太良町においても令和２年７月に発生した
大雨により多良川流域では越水による浸水被
害が発生し、多くの住民が被災されました。
避難所へ多くの住民が避難する中で、消防団
は地域住民の避難誘導や警戒等を行い、幸い
にも人的被害は発生しませんでしたが、被災
した住宅の対応や用排水路等の土砂撤去のほ
か、浸水被害で多くの住宅から出た被災ゴミ
等の受入れ対応など、地域住民と消防団、町
職員やボランティアのみなさま方のご協力を
得て、現在は無事に平穏な日常を取り戻すこ
とができました。この際、他市町への支援活
動時に経験したことを活かし活動をできたこ
と、また近隣市町からのボランティアなどの
協力を受けることができたのは大変喜ばし
く、この支援の輪を大きく育てていきたいと
考えております。

被災地支援の様子

　通常の訓練や活動においても近隣市町で構
成する杵藤地区消防協会では積極的に交流を
行っております。各市町の団長を始めとした

幹部消防団員間での意見交換や交流のほか、
令和６年度には７市町すべての消防ラッパ隊
が参加し、合同ラッパ吹奏・指導会を実施し
ました。各種式典や行事等で花を添えるラッ
パ吹奏については、日頃から吹奏訓練に励ん
でもらっていますが、訓練の結果を披露する
機会や他のラッパ隊の吹奏を聞く機会は少な
い状況となっていたため、地域消防団のラッ
パ隊活動を盛り上げ、隊員の士気高揚と技術
のさらなる向上を目指して実施しました。参
加した隊員からも吹奏披露の場があることで
明確な目標ができ、目に見えて練度が向上し
たなどの声もあり、今回の取り組みは良い刺
激となり、今後のラッパ隊活動の活性化に手
ごたえを感じております。

４　終わりに
　佐賀県消防協会としましても日頃から災害
へ備えることが重要と考え、現場指揮を行う
団長に参加いただき、毎年県外の被災地視察
等を実施しています。近年は災害が激甚大規
模化、多様化する中で、現場指揮を行う団長
以下幹部消防団員、また団員のみなさまの災
害対応等に関する知識の習得や経験を得る機
会を作り、一人一人の消防団員の質を高めて
いくことは人口減少が進む日本において大変
重要なことと考えています。
　また、消防団員の確保のための取り組みも
重要であり、新入団員の勧誘や女性・消防団
員OB等の参画にも積極的に取り組んでいく
必要があります。私の地元では県内２例目と
なる外国人消防団員も入団をされ、現在は訓
練や地元消防団・地域住民との交流にも積極
的に取り組んでいただいております。
　消防団は地域住民や消防署、市町等が一つ
のチームとして一致団結し目標に向かって活
動を行う組織です。全国の消防団員、関係者
のみなさんと『ワンチーム』で安心・安全を地
域住民のみなさまへ感じていただけるよう引
き続き取り組んでまいります。
　結びに、日本消防協会並びに全国の消防団
関係者の皆様のご健勝とご多幸を心よりお祈
り申し上げます。
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　令和７年８月28日（木）・29日（金）の２日間、東京臨海広域防災公園において、第26回全国女性

消防操法大会（以下「今回大会」という。）第２回審査員研修会を開催しました。

　この審査員研修会は、今回大会の実施に伴い審査員26名にお集まりいただき、操法実施要領、

操法審査要領の統一を期すために開催しました。

　審査員研修会に参加した審査員は、大会当日を想定して実技研修で模擬審査を行い、審査員の

動きの確認、審査上の注意点等を再確認しました。また、審査要領及び行動要領等、審査を行う

上で必要なスキルを向上させることが出来ました。

日本消防協会　会長激励 日本消防協会　業務部長挨拶

実施要領・審査要領の確認 実技研修の様子

第26回全国女性消防操法大会 
第2回審査員研修会を開催

（公財）日本消防協会

3 日本消防　2025.9



　阪神淡路大震災発生の年、６月に消防庁長官に就任して、全国応援体制の緊急消防援助隊の創

設に取り組んだのですが、神戸市内の状況等を見ていますと、地域の皆さんご協力の地域防災体

制も大事だと思って、「検証　阪神淡路大震災と消防」と題するビデオを製作してそのことを訴える

などし、東日本大震災後、平成25年に「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」

を制定して頂き、翌年には、全国各地の活動状況を発表して頂く国民大会を東京・有楽町国際フォー

ラムで開催しました。

　そこから、次は、政府の動きが加わります。有楽町大会では、全国各地から活動内容報告だけ

でなく、お芝居や応急手当動作を取り入れた体操、少年消防クラブの簡易ポンプ操作披露などい

ろいろとり入れ、発表の合間には、真面目なご意見だけでなく、スポーツ選手の激励などもやっ

て頂きましたので、楽しい３時間でもあったのですが、そこには安倍晋三総理（当時）にもご出席

頂き、激励して頂きました。そして、翌年政府において、各界の代表の方々による防災推進国民

会議が設置され、以後、毎年、「ぼうさい　こくたい」が全国各ブロックで順次開催されています。

ここで、日消はいつも何らかのテーマによるシンポジウムを開催しています。

　日消は、これだけでなく、随時、地域防災力の充実強化をめざす事業を行っていますが、令和

６年の新日本消防会館完成に伴う記念イベントのひとつとして、令和６年11月７日、「地域総参加

の防災力向上大会」を開催し、この時、地域における活動事例として二つのグループの発表をして

頂きました。

　従来は地域の皆さんががんばって実施しておられる事例が主体でしたが、この時はひとつのグ

ループとして、建設業の方、解体業の方、移動スーパーの方、漁業関係の方から、それぞれの事

業の実施、発展のなかで、地域防災の充実に貢献して頂いているご様子を発表して頂きました。

これらは会場の皆さんにも強いインパクトを与えることとなり、地域防災活動の多様性の大事さ

を感じさせられました。

　そのような経験を経て、今年の新潟市での大会では、「地域総合防災力の発揮」をタイトルにしま

した。これからの活動では、さまざまな内容の活動が大事で、それは多彩な皆さんのご協力によっ

てはじめて実行できる、そのようなことを皆さんに承知して頂きたいと思ったものです。そして、

具体的なご活動のPRは、ますます大事になっていると思います。日消会館１階の日本消防防災情

報センターでも、いろいろなご活動を皆さんにご紹介したいと思い、そのような映像のご提供を

あらためて全国にお願いしているところです。よろしくお願いいたします。

日消の動き

地域防災力の一層の充実強化へ
（公財）日本消防協会　会長　秋本敏文
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１　はじめに
　令和７年３月７日（金）に日本消防会館

（ニッショーホール）にて厳粛かつ盛大に開催
されました「第77回日本消防協会定例表彰式」
において、私たち南山城村消防団は特別表彰

「まとい」を受賞いたしました。
　全国に約2,200ある消防団の中から、受賞
させていただきましたこと、喜びとともに大
変身の引き締まる思いであります。
　この受賞は、これまでの南山城村消防団を
築き上げてこられた諸先輩方の歴史、何より
も日頃から地域の安全と安心を守るために尽
力している団員一人ひとりの努力の賜物であ
ると考えています。
　また、消防団活動への理解と協力を惜しま
ない地域住民の皆様、関係機関の皆様の支え
があって実現したものであり、心から感謝申
し上げます。私たちは、この受賞を一つの節
目として、今後も「自分たちの村は自分たち
で守る」という精神のもと、さらなる消防防
災活動の充実を図ってまいります。

２　南山城村の紹介と特産品
　南山城村は、京都府の最南東部に位置し、
奈良県、三重県、滋賀県と接する京都府唯一
の村です。人口は約2,300人と小規模ながら、
豊かな自然と温かな人のつながりに恵まれた
地域です。村の面積は64.11k㎡であり、村内
中心部に木津川が流れ、その木津川を囲む
山々で山間集落を形成し、四季折々の風景が
人々の心を和ませてくれます。　
　自然環境を活かした特産品が数多くあり、
なかでも村内中心部を流れる木津川が生み出
す霧や寒暖差のある気候から生み出す「お茶」
は、京都府内有数の生産量を誇り、味・香り

ともに高い評価を得ている宇治茶の主産地と
して知られています。
　また、「原木しいたけ」や「ブルーベリー」な
ど、山の恵みを活かした農産品も充実してお
り、村の特色を活かした多くの特産品が生産
されています。
　しかしその一方で、土砂災害、河川の氾濫、
急傾斜地での地すべり等の様々な自然災害の
リスクを抱えています。年々高齢化が地域全
体で進行し、限られた世代で小規模ではあり
ますが、現役消防団員は、多種多様化する生
業の傍ら、日々災害時の初動対応力を高める
ことが求められ訓練に励んでいます。
　このように、自然の美しさと恵みを活かし
ながら、暮らしを営む南山城村において、私
たち消防団は、災害から村の大切な財産・資
源を守り、地域の暮らしを守るという責任を
強く自覚し、活動を続けています。

３　南山城村消防団の概要と取り組み
　南山城村消防団は、昭和30年４月１日（金）
に大河原村・高山村の合併により結成され、
現在は２つの分団・132名の団員で構成され
本年発足70年を迎えました。村内各地区に配
置され、平常時から地域に密着した活動を展
開しています。主な活動内容としては、火災
や自然災害時の出動をはじめ、防火啓発活動、

特別表彰「まとい」を受賞して
「京都府唯一の村を守り続けるために「京都府唯一の村を守り続けるために
～南山城村消防団の使命と誇り～」～南山城村消防団の使命と誇り～」

京都府　南山城村消防団　団長　柴垣　紀行

第77回日本消防協会定例表彰式

5 日本消防　2025.9



み重ね、「頼られる消防団」を目指して取り組
みを続けています。

４　おわりに
　昨今、地震や集中豪雨など、災害はいつど
こで起こっても不思議ではない時代となりま
した。高齢化や過疎が進む中、初期対応の重
要性はますます高まっています。そうした中
で、地域防災の要として、誇りと責任を持っ
て活動しています。今回の「まとい」受賞は、
今後の活動にとっても、大きな励みであり、
誇りとなるものです。このいただいた栄誉に
慢心することなく、これからも地域の安心・
安全を守るべく精進していかなければならな
いと考えています。
　全国的に消防団員が減少している課題の中
で、各地域の消防団の皆様の苦労も多くある
事かと思いますが、我々のような小さな規模
の村でも、「まとい」が受賞できるようご尽力、
ご指導を賜りました京都府消防協会、日本消
防協会の皆様をはじめ関係各位には、この場
をお借りして感謝とお礼を申し上げます。今
後も団員確保、時代に合わせた柔軟な対応を
心がけ、引き続き村の防災力強化に全力を尽
くし持続可能な安全・安心のまちづくりに貢
献してまいり
ます。今後と
も、南山城村
消防団へのご
理解とご協力
を賜りますよ
う、心よりお
願い申し上げ
ます。

年末警戒、防災訓練への参加、地域行事での
警備活動など、多岐にわたる場面で村民に密
着し寄り添った活動をしています。その中で、
特に山間集落である村内の地形や特性に応じ
た訓練を定期的に実施し、緊急時に迅速かつ
的確に対応できる体制の維持・向上を図って
います。その他にも訓練では、年２回の火災
予防運動週間に併せた非常招集訓練や、近隣
市町、隣接する地域性の中で、府県を越えた
交流や共同による訓練の実施など、実践に即
した訓練と顔の見える関係を定期的に実践し
ています。
　また、平成30年には京都府消防操法大会小
型ポンプの部で優勝し、全国消防操法大会に
も出場することができました。この府操法大
会での優勝や、全国大会への出場は南山城村
消防団にとっては悲願の達成でもありまし
た。これまでも府大会への上位進出はあった
ものの、辿り着けず苦悩してきました。操法
の訓練・技術については、消防団員の基本動
作として必要不可欠なものであると考えてい
ます。昨今、操法の在り方については様々な
ご意見、議論があることと承知していますが、
時代に合わせた操法訓練を実施し、歴代団員
が必死に技術を研究し、団員へ継承してつな
いできたものを次世代へ技術として継承しな
がら形式にこだわらず継続して取り組んでい
かなければならないものと考えています。
　一方で、団員数の維持・確保という課題に
も直面しており、若手団員の確保や女性団員
の参加促進、機能別消防団員制度の導入、学
生消防団活動認証制度の活用を通じて、地域
の消防意識の醸成に向けた啓発活動にも力を
入れています。地域住民とともに歩む消防団
として、日々の訓練・活動を通じて信頼を積 南山城村消防団公認キャラクター

村の消防操法大会 第26回全国消防操法大会
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29年に発足した女性消防団員が活躍して
いることが挙げられ、現在10名が所属し
ております。
　主な装備としては、小型動力ポンプ積載
自動車が11台、積載されたもの含め小型動
力ポンプ18台を保有しており、特に狭い急
な坂道が多い当村のような中山間地域にお
いて機動力を発揮しやすいのが特徴です。

３　東成瀬村消防団の活動
　東成瀬村消防団は、地域における消防
防災の要として、年間を通じて火災予防
活動や警防活動、そして火災発生時の消
火活動や山岳遭難者の救助活動など多岐
にわたる様々な活動を行っております。
　４月は春の火災予防運動に合わせ、消
防団の小型ポンプ積載車、役場と消防署
の防災活動車で、村内を回る防火パレー
ドを行い、特に乾燥期における原野火災
の防止を呼び掛けております。
　７月は村消防訓練大会を行っており、団
員は日頃の訓練の成果を発揮し、小型ポン
プ操法の部と規律訓練礼式の部において各
分団で競い合います。村消防大会の小型ポ

１　東成瀬村の紹介
　東成瀬村は、秋田県の東南端に位置し、
東は奥羽山脈を境に岩手県に、南は宮城
県に接していて、東西に17km南北に30km
と細長い地形をなし、総面積203.69k㎡の
うち山林原野が93％、このうち国有林が
ほぼ半分を占めています。
　村の中央部を成瀬川が縦断し、これに
沿って大小様々な集落が点在しています。
　 標 高 は 最 低 で160ｍ、 最 高1,424ｍ の
秣
まぐさだけ

岳周辺は風光明媚な栗駒国定公園と
なっています。
　気候は概して冷涼で、積雪は２ｍ、多
いときは３～４ｍに達し、積雪期間は５
か月にもおよぶ特別豪雪地帯です。

東成瀬村

２　東成瀬村消防団の紹介
　東成瀬村消防団は、３分団10部で構成
されており、令和７年４月１日現在150名

（条例定数200名）が所属しております。ほ
とんどの団員は分団及び部に属し、警防
活動や消火活動を担当しておりますが、
最近はもともとの村民のみならず若者の
移住者が入団し活動に協力する傾向があ
り、大変頼もしく感じております。
　また、本団の特徴の一つとして、平成

秋 田 県

「村民の暮らしを 
守るために」

東成瀬村消防団　団長　鈴木　修

地区でのポンプ操作講習
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活動を行い、大きな成果を上げております。
　女性消防団員は、本部に所属しながら
平常時及び災害発生時の活動を担当して
おります。平常時には、火災予防や地域
防災に関する広報・啓発活動を行ってお
り、地元の保育園などにおける防災教室
なども開催しております。災害発生時に
おいては、負傷者の救護支援や災害弱者
の支援を担当することになります。

４　さいごに
　近年は、全国各地で災害が多発してお
り、規模も激甚化の傾向にあります。特に、
昨年の７月下旬に発生した豪雨災害にお
いては、村内においても人的被害こそな
かったものの、今までになかった規模の
被害をもたらしたこともあり、地域防災
の中核である消防団の重要性は一層高
まっているものと認識しております。
　しかしながら、全国的にみても少子高齢
化による団員の高齢化、団員のなり手不足
など様々な課題があり、当村もその例外で
はありません。それでも、団員数の大幅な
増加を今後過度に期待するのは現実的とは
いえず、それよりもむしろ既存の団員のス
キルアップを進め、村当局の理解を得なが
ら装備の機能増強を行うなど、少ない団員
数でも防災力の維持を図るための体制作り
を強化する必要があるものと考えます。
　課題は様々ですが、関係者との協力関
係を強固なものにしながら、今後も地域
を守る消防団として、地域住民の生命や
財産を守れるよう精進してまいります。

ンプ操法を優勝した部は、７月下旬から８
月上旬にかけて行われる支部の消防訓練大
会に出場し、そこでも優勝すると８月の県
消防操法大会に出場します。ここ数年は当
消防団から県大会へ７大会連続で出場して
おり、その活躍が注目されております。
　秋には幹部団員による視察研修を行っ
ており、他の自治体における消防防災の
先進事例や参考事例について学んでおり
ます。近年は災害の実体験を踏まえた防
災活動について学ぶことが多く、研修の
場で体得した知見は各部の団員にも伝達
され、実際の活動に役立っております。
　１月には出初式があり、団長による年頭
訓示を行い新年の活動のために決意を新た
にするとともに、無事故・無火災を祈願し
ます。また、団員の勤続表彰もこの場で行っ
ているため、長年活動に貢献した団員の士
気を高める役割も果たしております。
　冬期間においては、防火水槽や消火栓
などの消防水利、そして防火用水の機能
を持つ水路の点検や除雪を各部単位で
行っており、豪雪地帯における消火活動
に支障を来たすことのないよう注意を
行っています。
　また、当村は山菜採りを目的とした入山
者が遭難する事故がしばしば発生してお
り、その迅速な発見と救助に貢献すること
を目的に、山岳遭難救助活動も行っている
ことが大きな特徴です。遭難救助隊員は、
消防団員の中で地域の山に詳しい19名、そ
して民間人13名の計32人で構成されてお
り、消防署や警察機関と協力しながら捜索

秋田県消防操法大会への出場 出初式
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火活動は基本であるが、災害時の救助、
避難支援活動も重要な役割であり、より
現場で機能するために、これまでの消火
優先の車両等設備から防災的な役割を意
識した整備に切り替えている。具体的に
は、消火用ポンプ積載車の約半数を軽ト
ラックに変更し、通常時は消火用ポンプ
を積載しながらも、水害等の災害が発生
した際には、より汎用性もあり積載量が
多く、狭い路地にも入って行くことがで
きるよう、ラストワンマイルの救助や支
援活動が実施できるよう整備方針を切り
替えている。
　女性消防団員の取組みも活動的で、救
助活動の研修や消防検閲式への参加はも
ちろんだが、女性団員のみでの消火訓練、
春秋の防火パレードでの生放送も率先し
て行い、町内の保育所でオリジナル紙芝
居による子どもたちへの注意喚起を行っ
たりしている。有事の際、特に出火した
方については精神的にショック状態の中、
事情聴取に応じなければならず、特に女
性や高齢の方が聴取されるときには、警

１　只見町の紹介
　只見町は福島県の最西部に位置し、豪
雪地帯であり、水稲と夏秋トマトの生産
と水力発電が盛んな地域で、大水害から
奇跡の復活を遂げたJR只見線が只見川沿
いの絶景の中を走っている。四季の明瞭
な景観はまさに日本の原風景を見せ、特
に５月の新緑と残雪はアルプスを思わせ
るような景観で、見る人を魅了している。
　現在の人口は約3,500人でその内の約
8.6%、304名が消防団員として従事してい
る。（内11名が女性消防団員）

２　近年の取組み
　より実践的な訓練を意識し、水利が無
い場所での火災を想定し、ミキサー車で
の水運搬や散水車を活用しての消火訓練
などを行っており、山林火災の対応とし
ても役立つと思われる。豪雪地帯である
ため冬場の水利の確保に苦労することも
あり、除雪機による消火活動を実施した
経緯もある。
　また、消防団の責務として火災時の消

福 島 県

「より実践的な 
消防団を目指して」

福島県南会津郡只見町消防団　団長　目黒　邦友

ミキサー車 散水車
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４　過去の災害の経験と恩返し
　人口減少により当町でも消防団員数は
減少しているが、前述のように消防団加
入率は非常に高く、町民の約12人に1人
が消防団員となっており、先人の活動を
受継ぎ、町全体の協力体制が構築できて
いると感じている。平成23年の東日本大
震災、新潟・会津豪雨災害の折には土の
う積みなどの応急対策や住民の避難誘導、
避難所の管理、土砂の撤去、行方不明者
の捜索など非常に多くの分野において献
身的な活動を行った。日頃からの予防活
動等に加え、大規模災害の折の消防団員
の活躍には頭が下がる思いである。
　平成23年新潟・会津豪雨は「線状降水帯」
という言葉が無い頃であったが、経験し
たことがない大雨が長く続いた気象状態
で、まさに線状降水帯が発生した事例で
あった。昨今では、全国各地で毎年のよ
うに大水害が発生しているが、線状降水
帯が発生すると甚大な被害が生じるため、
特に気を付けて備えている。当時を振り
返ると全国各地の多くの方からの支援を
思い出す。他市町村の消防団の方やゆか
りのある方、全く縁故の無い方からも多
くの人的、経済的、物的支援をしていた
だいた。大水害以降多くの相互応援協定
を締結し災害に備えているが、今後、協
定の有無にかかわらず、恩返しをしてい
きたい。

察署、消防署双方から異なったタイミン
グで聴取されることを防ぐため、女性団
員が寄り添い聴取を仕切るなどの取組み
を行っている。捜索事案の発生時におい
ても、遭難した家族のケアなど精神的に
弱っている方の支援ができるような体制
をとっている。女性は出産・子育てなど
活動が制限される場合があるが、無理せ
ず、個々のライフスタイルに合わせて活
動することを心がけ、消防団活動を行っ
ている。

３　平時の心がけ
　火事、捜索、水害等有事の際に素早く
的確に行動するためには、普段からの人
的ネットワークの構築が重要である。通
常時から、より濃密なコミュニケーショ
ンをとるよう心掛け、困った時、必要と
される時と場所に応じて迅速に、安全に
対応できる体制づくりに心がけている。
消防団活動は人力のみならず機械などを
使用することも多く、重機や救助船など
の手配と操作も同様に対応できる体制を
構築している。管轄の警察署、消防署と
も友好な関係を作り、有事の際はそれぞ
れの得意分野を活かしながら連携し、発
生した事案に対し早急に対応できる体制
づくりも併せて行っている。

布沢雪消火
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漁業が古くから盛んで、特に「尾鷲ヒノキ」
は高品質な建材として名高く、地域の特
産品です。また、世界遺産「熊野古道・伊
勢路」の通過地として、歴史と文化を伝え
る観光資源も豊富です。

２　尾鷲市消防団の紹介
　尾鷲市消防団は令和７年４月１日（火）現
在、団本部、基本団員15分団及び機能別
団員で構成されており、条例定数220名に
対し、基本団員186名（男性166名、女性20
名）機能別団員10名（ドローン隊３名、大
規模災害団員７名）で構成されております。
　主な装備としてはポンプ車１台、小型動
力ポンプ積載車12台、小型動力ポンプ軽
積載車５台となっており、狭隘な道が多い
地区には軽積載車を配備しております。

１　尾鷲市の紹介
　三重県尾鷲市は、紀伊半島東部、熊野
灘に面した自然豊かな港町です。昭和29
年６月20日（日）に、北牟婁郡尾鷲町・須
賀利村・九鬼村、南牟婁郡北輪内村・南
輪内村の５町村が合併し、尾鷲市が誕生
しました。市の面積は192.71平方キロメー
トルで、その約90％を山林が占めており、
平坦地が少なく、集落は主に湾の奥に位
置しています。地形は変化に富んだリア
ス海岸を形成し、美しい自然景観を有し
ています。
　令和２年の国勢調査によると、人口は
16,252人、世帯数は8,153世帯。気候は黒
潮の影響と三方を囲む山々の地形により、
全国有数の多雨地帯として知られ、年間
降水量は約4,000mmに達します。林業や

三 重 県

「地域と密着した 
消防団に」

尾鷲市消防団　団長　髙木　宗臣

出初式
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８月の花火大会シーズンには各地区で行
われる花火大会への警備に従事し、市民
の皆様に安心して花火大会を見て頂ける
よう努めております。11月には秋季訓練
を開催し、例年訓練礼式・警防訓練を行っ
ております。昨年度は地震災害時の活動
について、消防職員より能登半島地震を
踏まえた消防団の重要性を講義いただき
ました。専門的な座学を受ける機会がな
い団員も多くいる中で、命を守るために
重要な内容を知ることができ、とても良
い訓練となりました。その他１年を通し
て、放水訓練・水利点検・消火栓BOX点検・
避難路の整備・小学校等への防災学習に
従事しており、地域と密着した消防団を
目指し活動しております。

女性消防団員による子どもへのAED体験

４　おわりに
　全国的な人口減少の影響を受けており、
消防団員の高齢化も進んできております。
今年度から、機能別団員制度を設け、主
にOB団員で構成される大規模災害団員と
ドローンの操縦資格を有している市民に
ドローン隊として入団していただきまし
た。専門的な技術や知識を有している若
年層や女性の入団を促進し、これからも
地域防災の一翼として活動して参ります。

小学校での防火学習

３　尾鷲市消防団の活動
　尾鷲市消防団の主な活動としては、１
月の尾鷲市消防出初式から１年がスター
トします。団員の表彰・一斉放水・配備
されている全車両による市内パレードを
行い、団員に対し地域防災の一翼として
の自覚を再確認してもらっております。
５月にはちびっこ防災フェアというイベ
ントに参加し、男性消防団員による防火
服着用と放水体験、女性消防団員による
子どもへのAED体験を行っております。
尾鷲市の未来を担う子ども達へ消防団を
身近なものに感じてもらうとても良い機
会ですので、今後も継続して参加してい
きたいと考えております。６月には尾鷲
市関係機関合同災害対処訓練に参加し、
消防本部・警察署・自衛隊・海上保安部
等の関係機関と連携し、大規模災害時の
地域防災として公助との連携を強化する
訓練に参加しております。毎年７月から
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合いながら活動ができているのも私たち
の強みです。

３　普段の活動について
　前述のとおり、女性消防隊の主な活動
は、広報活動と災害時等の後方支援です。
　年２回の全国火災予防運動時には、手
分けして村内を広報車で走り、野焼きや
たばこのポイ捨て禁止等の注意を呼びか
けます。
　保育所での避難訓練の際は、火災時の

「おかしもち」などの説明のほか、紙芝居
や先生方の消火器訓練も行います。訓練
に持って行く小道具は、元保育士の隊員
が中心となって製作するため、子どもた
ちにもわかりやすく、よろこんでくれま
す。その他、村内施設の防災訓練にも呼
んでいただき、胸骨圧迫や消火器の使い
方の実演もしています。大人も子どもも、

１　はじめに
　佐那河内村は、徳島県の北東部に位置
し、すだちやみかんといった果樹の段々
畑や田んぼが広がる、自然豊かな徳島県
唯一の村です。基幹産業は農業で、すだ
ちやみかん、高級ブランドいちごの「さく
らももいちご」などが有名です。また、標
高約1,000mの大川原高原には、７月に
３万本のアジサイが咲き誇り、多くの人
が見学に訪れます。
　その他、「常会」という住民自治組織が集
落ごとにあり、月１回、定例会が開催され
ています。単に事務連絡の場というだけで
なく、住民同士のコミュニケーションが図
れる機会にもなっており、住民同士のつな
がりが非常に強い村でもあります。

２　消防団・女性消防隊について
　村には常備消防が無いため、火災時に
は消防団が最後まで火を消し止めるとい
う、非常に重要な役割を担っており、な
くてはならない存在となっています。
　女性消防隊は、広報活動や災害時等の
後方支援を目的に平成29年に結成され、
現在は40代・50代の５人で活動していま
す。子育て真っ最中の人が多く、子ども
の行事と消防団活動が被るときもありま
すが、「できる人ができる時にできること
をする」という考えで、それぞれが無理な
く活動に取り組んでいます。また、５人
がそれぞれの得意分野を生かして、支え

シンフォニー
「固い結束で生命と財産を守る」

（徳島県）

佐那河内村消防団　班長　尾山　智美

保育所訓練
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勝手がわからず、何回も集まって話し合
いを重ねました。今までの活性化大会で
見てきたものを参考に、どうすれば興味
を持ってもらえるか、何か配った方が良
いのではないか、など、私たちなりに工
夫し納得のいく展示を作ることができま
した。
　当日は、多くの方に私たちの活動をお
伝えし、「参考にしたい」と言っていただい
たり、消防非常備村ということで多くの
激励をいただき、出展して本当に良かっ
たと思います。

５　今後の活動について
　徳島県は、南海トラフ大地震で大きな
被害が想定されています。また、近年の
異常気象で洪水や土砂災害のリスクも高
まっています。避難所の設営訓練、避難
所HUGの研修会などにも参加し、今まで
の復習と情報のアップデートを行いなが
らスキルアップに努めるとともに、有事
の際は村民の生命と財産が守れるよう、
これまでの経験をできるだけ多くの方に
伝えていければと思います。

みなさん訓練に真剣に取り組んでくれる
ので、非常にやりがいを感じます。
　また、村で開催されるイベントに出展
し、消火器の使い方や、南海トラフ大地
震への備え、非常持ち出し袋の説明など
の啓発を行っています。
　活動のための訓練や研修会にも積極的
に参加しています。県の防災センターで
開催される研修会に参加するほか、村の
救急救命士から、胸骨圧迫等の応急処置
やロープワークなども定期的に教えても
らっています。胸骨圧迫は、訓練を繰り
返しているうちにだんだんと自信を持っ
てできるようになってきています。

４　�全国女性消防団員活性化大会�
パネル展示初出展

　私たちは、これまで参加した活性化大
会のパネル展示で多くの情報をいただき、
活動の参考にしてきました。徳島県消防
協会からの勧めもあり、今までの恩返し
に何か伝えられることがあればと、思い
切って昨年のとちぎ大会で出展すること
に決めました。しかし、初めてのことで

第29回全国女性消防団員活性化とちぎ大会
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　仙台市泉消防団は、市内７消防団のうち市
北部の泉区を管轄しており、令和７年４月１
日（火）現在、14分団332名の団員で構成され
ています。管内には、区のシンボルとして親
しまれている日本三百名山・泉ヶ岳や、仙台
市の副都心である泉中央などの商業地域を有
し、自然と都市機能が調和した地域を管轄し
ています。
　また、階子乗り隊とラッパ隊が編成されて
おり、当市を代表する祭りである「仙台・青
葉まつり」や伝統の「仙台市消防出初式」等で
演技・演奏を披露するなど、地域に根差した
活動を展開しています。

1 地域イベントにおける広報活動

　入団促進を効果的に図るため、最も身近な
入団候補者である地域住民へターゲットを絞
り、地域との関わりが深い団員による広報活
動に重点を置いています。
　各分団が地域のイベントに積極的に参加
し、イベントの安全・安心を確保しつつ、顔
見知りの団員がリーフレット配布などの広報
活動を行うことにより、活動の理解促進と入
団のハードルが下がることを期待しています。

2 泉消防団広報プロジェクトチームの結成

　活動の理解促進と、時勢に応じた入団促進
活動を図ることを目的として、令和２年度に

「泉消防団広報プロジェクトチーム」を結成
し、広報に長けた団員による入団促進イベン

消防団員確保の取り組みについて

宮城県　仙台市泉消防団　団長　柴田　孝一

連載企画｜消防団加入促進への取組み

広報イベント
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ト・ポスター・広報誌等の企画を継続的に行っ
ています。
　団員自身がモデルとなって広報活動を行
い、顔見知りの地域住民から認知度を広げて
いく活動を目指す中で、作成したポスターを
見て入団を志した団員も複数おり、活動の実
効性を実感しています。

3 今後の展望

　仙台市は人口減少局面が間近に控えてお
り、今後更なる入団者の減少が予想されます。
活動の持続性を確保するため、入団者の確保
に加え、職業・学業と無理なく両立できるよ
う、入団後の継続的なサポートも合わせて喫
緊の課題であると認識しています。
　この対策として、前述した取り組みのほか、
当市が設けている「消防団協力事業所表示制
度」による、複数の団員が在籍する事業所等
が地域への社会貢献を広くPRできる仕組み
や、「学生消防団員活動認証制度」による、１年
以上継続的に消防団活動を行った大学生等が
就職活動等の場で社会貢献の実績をPRでき

る仕組みなど、団員の活動環境や意欲の向上
を図る取り組みの更なる推進が必要であると
考えています。
　団員が持つ地域のつながりを最大限に生か
し、持続可能で魅力のある消防団づくりと、
団員確保の取り組みに注力していきます。

広報ポスター

広報誌
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１　はじめに
　令和７年３月23日（日）に発生した、岡山市南区飽浦地内の林野火災に際し、公益財団法人日本消防協会
をはじめ、多くの方々にご支援をいただき、また、消火活動においてご協力をいただいた岡山県内消防本部、
岡山県消防防災航空センター、県外防災（消防）航空隊（香川県・鳥取県・神戸市）、自衛隊の関係者の皆様に、
深く御礼を申し上げます。　　

２　岡山市の概要
　本市は、中国地方の東南部に位置し、中国山地を背にした風光明媚な瀬戸内海に臨む面積789.95k㎡、
人口約70万人の岡山県の県都で、京阪神、九州、四国を結ぶ重要な地点にあり、古くから海陸交通の要衝
として知られています｡

３　岡山市消防団の概要
　岡山市消防団は、１団、17方面隊、99分団で構成されており、令和７年６月１日（日）現在の実員は4,424
人（条例定数4,660人）の組織で活動しています。
　消防車両は165台（ポンプ車41台、可搬積載車124台）を配置しており、岡山市内それぞれの地域を守っ
ています。

４　岡山市南区飽浦地内の林野火災について
　令和７年３月23日（日）15時02分に覚知した、岡山市南区飽浦（あくら）地内の林野火災は、令和７年４
月11日（金）12時00分の鎮火まで20日間を要し、貝殻山山系486haを焼損する、岡山県下過去最大規模と
なりました。

貝殻山山系延焼状況

　発災当初から延焼拡大が
予測されたため、その日の
うちに岡山県内外応援及び
自衛隊への派遣要請を行
い、24日（月）早朝から活動
していただきました。

大規模林野火災に伴う 
岡山市消防団の活動について
岡山県岡山市消防団　団長　片山　敬史

災害活動報告

各県防災ヘリコプター 岡山県内応援隊
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５　岡山市消防団の活動
　発災当初、地元分団のほか７分団に出動指令がかかり、活動を始めました。
　私は当時、副団長という立場で現場に入りましたが、発災から３日目の３月25日（火）、強風による延焼
範囲の拡大を受け、消防団長指揮下での活動となり、そのころには活動する分団数も増加していました。
　私の任務は、活動する消防団員の活動ローテーションなど、出動分団の管理及び情報収集を行いました
が、これだけ大規模な林野火災は初めてであり、また昼夜問わず活動を行ったため、どういう活動をした
のか思い出せないくらい疲弊したことを覚えています。
　鎮火までの20日間のうち、消防団が活動したのは９日間でしたが、延べ2,194人の消防団員が活動し、
住家や人的被害を出さず鎮火に至ったことは、本当に良かったと思います。
　また、活動した消防職団員についても負傷者が出ませんでした。奇跡です。

夜間の延焼状況 消防団員の活動

６　被害状況
⑴ 林野被害
　 �岡山市南区地内 

貝殻山山系　486ha焼損
⑵ 人的被害
　 無し
⑶ 建物被害
　 �空き家及び倉庫の計６棟焼損 

（令和７年５月31日（土）現在の調査）

７　おわりに
　今回の大規模林野火災での消防団活動にあたり、消防団員に対する指示や、常備消防との連携など、多
くの課題が見つかりました。
　今後、大規模災害の発生が予測される中、この林野火災で得た経験を活かし、課題を一つずつ解決する
ことで、より一層地域を守れる強い消防団を目指していく所存です。

焼損範囲
出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp）　　加工：岡山市消防団にて編集
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１　はじめに
　令和７年３月23日（日）（岡山市消防局覚知：15時02分）
に隣接する岡山市南区飽浦地内で発生した林野火災は、
鎮圧日時３月28日（金）12時00分、鎮火日時４月11日（金）
12時00分と20日間にわたり延焼し、県史記録史上最大
の486haを焼損しました。
　玉野市管轄は14haの焼損でしたが、今回の林野火災
の玉野市消防団の活動について報告します。

市境上空写真（東から）

２　玉野市の紹介
　玉野市は、岡山県の南端、児島半島の東部にあって瀬
戸内海に面しており、北側は県都である岡山市と接し、
西側は倉敷市に接していて南側は瀬戸内海を隔てて香川
県高松市と相対した臨海都市です。
　市域の60％が山地であり大きな河川もなく、地質は花
崗岩地帯が64％と大きく占めています。気候は、暖かく
雨が少ない典型的な瀬戸内気候で、台風等の自然災害も
ほとんどない恵まれた地域です。
　本年は３年に１度開催される瀬戸内国際芸術祭の開催
年で、本州から瀬戸内の島々への玄関口となっています。

３　玉野市消防団の概要
　玉野市消防団は、昭和22年の消防団令交付により発足、
その後、昭和29・30・31・49年に各町村消防団と合併し、
現在は１本部18分団で構成されており、条例定数500名
で団員数は令和７年４月１日（火）時点で449名在籍して
います。車両は、指揮車１台、ポンプ自動車４台、小型
動力ポンプ付積載車14台を保有しています。
　「山火事の町玉野」と悪名があるくらい、玉野市は以前
から大規模林野火災が多く発生しています。昭和49年
には玉野市田井で408ha、昭和53年には玉野市永井で
212ha、平成６年には玉野市渋川で258ha、平成７年に
は玉野市日比で231ha、平成23年には離島である玉野市

石島が香川県香川郡直島町井島から火災が発生し、
225.5haを焼損しています。
　玉野市消防団は大規模林野火災に対応するため、遠距
離中継送水訓練を年２回、昭和60年からの長きにわた
り実施しており、その功績を讃えられ、総務大臣表彰で
ある令和６年度消防団地域貢献表彰を令和７年３月19
日（水）に受賞しています。

４　林野火災の活動
　今回の火災は、岡山市南区飽浦地内からの発生でした
ので、玉野市側は、玉野市の住民から「金甲山方面の山
から煙が出ている。」との通報により、管轄の消防署分署
からポンプ車２台が出動しました。多量の煙を確認し、
今回の火災は大規模林野火災となり、このままでは玉野
市側も大きな被害になると判断し、早期に消防団は団本
部及び９個分団を招集し、体制強化にとりかかりました。
　火災発生当初の火災範囲は、岡山市の管轄分にありま
したが、先着の署隊及び９個分団は天目山駐車場北側に
ある虎口池に可搬ポンプを設置し、ポンプ車へ中継送水、
ホースを延長し玉野市管轄分に迫りつつある火を迎え撃
つべく放水を開始しました。
　天目山駐車場に現場指揮本部を設置し、増援体制を整
え、消防職員、消防団員が一致団結して、夜を徹しての
消火活動を展開しましたが、火勢は強く風もあり、延焼
拡大していきました。一時、現場指揮本部にも火が迫り
ましたが、玉野市管轄分への延焼を阻止するため、天目
山駐車場にある100t地下水槽や西側の伍ヶ池にもポンプ
を部署し山の尾根を東西に通る県道へホースを延長して
いきました。県道を防御ラインに設定し放水圧を落とさ
ないよう、中継ポンプを入れ、各分団が連携し、遠距離
中継送水体制による放水を行い、大部分は防ぎましたが、
火の勢いは猛烈で、一部、県道を越えて南側の玉野市管
轄分に延焼しました。

市境上空写真（南から）

大規模林野火災に伴う 
玉野市消防団の活動について
岡山県玉野市消防団　団長　藤原　重喜

災害活動報告
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　３月24日（月）には全分団の招集を
行い、前日に引き続き中継送水体制に
よる消火活動を実施しました。
　３月25日（火）には一時雨もありま
したが、夕方になり強風が吹き、玉野
市番田及び北方地区北側の山頂へ延焼
拡大。燃え下がってくると集落側にも
広がる危険性がでてきたため、同地区
に避難指示が発令されました。民家近
くにある鉾立小学校に現場指揮本部を
移し、山の中腹にある天目山駐車場に
設置した現場指揮本部を天目山前進指
揮所に変更、天目山側で活動する隊を
縮小し、鉾立小学校現場指揮本部に集
結させました。
　また、避難指示が発令された地区へ
避難実施の広報を実施しました。
　３月26日（水）にかけて民家に近い
箇所を中心に、予備的にホース延長を
行い、山頂から燃え下がってくる火勢
の防御及び飛び火などから民家を守る
体制を確立させました。
　消防・自衛隊ヘリの空中消火及び地
上隊の消火活動により、火勢は収まり
民家への延焼危険がなくなり、避難指
示は解除されました。玉野市消防団の
活動隊の規模を縮小し、警戒体制に入
りました。３月27日（木）夜になり警
戒隊も撤収。３月28日（金）12時00分
に鎮圧宣言、火災発生から20日目の
４月11日（金）12時00分に鎮火宣言さ
れています。

【延べ出動人員】
玉野市消防本部　　　37台　273名
玉野市消防団　　　　69台　754名
玉野消防使用ホース　　　約400本

火災の状況 天目山団員による放水

焼損範囲
出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp）�

加工：玉野市消防団にて編集

５　おわりに
　今回の火災は、隣接する市からの火災であり、消防職
員同士は、消防学校での教育や通常の業務等で市が違っ
ても顔の見える関係性を構築できていますが、消防団は
市が違うと連携や情報共有ができにくいという難点が浮
き彫りになりました。今後は大規模災害等の対策を睨ん
で市をまたいでの消防団員同士の訓練等を実施する必要
性を強く感じた火災でした。
　少子高齢化により全国的にも消防団員数は減少の一途
をたどり、玉野市消防団においても例外ではありません。
　しかしながら、今回の大規模林野火災また、これから
起こり得る南海トラフ地震等の災害は、そのような都合
などまったく関係なく発生していきます。我々消防団は

「自分たちの街は、自分たちで守る」を合言葉に、これか
らも地道に消防力の向上や防災対策に邁進していきたい
と考えています。

天目山～貝殻山付近ホース延長ライン
出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp）　　加工：玉野市消防団にて編集

北方・番田地区ホース延長ライン
出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp）　　加工：玉野市消防団にて編集

自衛隊によるヘリからの放水 消防団解散式（柴田市長）
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　（公財）日本消防協会では、日本宝くじ協会のご支援を得て、資機材を積載したワンボックスカー
（消防団防災学習・災害活動車Ⅱ）を全国の消防団に交付しています。この車両は、防災訓練等へ
の取組を支援するため、平時は地域住民、子供たち、事業所等の防災学習や防災指導用として活
用し、災害時には緊急車両として人員・資機材等の搬送に活用できるものです。
　全国の消防団の中から、今回は尾鷲市消防団における交付車両の活用事例をご紹介します。

（公財）日本消防協会　福祉部

　尾鷲市消防団では、毎年ゴールデンウィーク期間中に尾鷲市が主催する「ちびっこ防災フェア」
に参加しております。このイベントは、未来の防災を担う子どもたちに防災への興味や関心を持っ
てもらうことを目的として、消防・警察・自衛隊など防災に関わる様々な機関が集まり、体験型
のブースを通じて防災意識の啓発を行うものです。
　私たち尾鷲市消防団も、毎年この貴重な機会に参加し、地域の子どもたちやその保護者に対し
て防災について楽しく学べるブースを出展しております。特に昨年度は、防災学習・災害活動車
Ⅱ型の交付を受けたことにより、例年に比べてより充実した内容で参加することができました。
具体的には、「放水体験」と「AED体験」の２つの体験型ブースを設け、来場者の皆様に消防団の活
動や防災技術について直接体験していただきました。
　なかでもAED体験は、今回初めての取り組みであり、応急手当普及員の資格を持つ女性消防団
員が中心となって指導にあたりました。普段は消防署や救急講習などに参加する機会が少ない子
どもたちも、実際に自分の手で心肺蘇生法を体験することで、「疲れた！」「大変！」「またやりた
い！」といった反応を見せるなど、非常
に前向きな姿勢で参加してくれました。
その様子から、子どもたちの防災意識
の芽生えや、命を守る技術への関心が
育まれていることを実感でき、大変意
義深い体験となりました。
　また、保護者の方々からも「私も体験
してみたい」「実際にやってみると意外
と簡単だった」といった声が多く寄せら
れ、大人の方にも強い関心を持ってい
ただけたことが印象的でした。今回の
体験に使用した心肺蘇生法の訓練用人

共済事業交付車両の活用事例
三重県　尾鷲市消防団

三重県防災キャラクターなまず博士と
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形は、専用アプリをインストールすることで、胸骨圧迫の深さや速さをリアルタイムで確認でき
る機能があり、指導にあたった団員からも「このアプリがあれば、子どもにも視覚的に分かりやす
く教えられる」「指導しやすいので、他の団員にも紹介したい」と好評を得ています。
　さらに、防災学習資機材の一環として納品された「煙体験ハウス（ワンタッチ式）」も、市内の小
学校や自主防災組織の防災訓練で積極的に活用されております。これまでは組み立て式の煙体験
設備を使用しており、準備に多くの人手や時間を要していたため、運用面での負担が課題でした。
しかし、ワンタッチ式の設備が導入されたことで、設営や撤収が格段に簡素化され、消防職員や
団員の負担軽減にもつながっております。
　尾鷲市は三重県の南部に位置し、県庁所在地である津市までの移動にはおよそ1時間から1時間
30分を要します。また、尾鷲市消防団では大人数を一度に運搬できる車両を保有していなかった
ため、これまでは各種研修会や交流会、さらには消防学校への参加も個人の自家用車などでの移
動に依存しており、移動の負担から参加率の低下が課題となっていました。
　とりわけ、消防学校で実施される各種教育は、地域防災力の向上にとって非常に重要な学びの
機会であり、できる限り多くの団員に受講してもらいたい内容です。今後は、
交付された防災学習・災害活動車Ⅱ型を有効に活用することで、団員の移動負
担を軽減しながら、より多くの人材が教育の場に参加できるよう働きかけてま
いります。消防団としての能力向上、そして地域全体の防災力強化につなげて
いきたいと考えております。

放水体験

AED体験
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　令和７年８月７日（木）、来日中のディナ・ボルアルテ ペルー共和国大統領及び当協会秋本会長
の出席の下、東京都渋谷区の同国大使館において、援助車両（10台）の引き渡し式を行いました。
　ボルアルテ大統領からは、長年にわたる車両寄贈に対し、深い感謝の意が示されるとともに、
日本、ペルー両国の消防関係者の献身的で勇敢な姿勢を称賛する言葉が述べられました。これに
対し、秋本会長は、ペルーに対する長年の協力は、同国の方々が真に消防車両を必要とし、その
気持ちが行動へと繋がり、消防車両を確保するための様々な努力を一生懸命にされた結果だと述
べた後、今回10台の車両を寄贈する旨の証明書を大統領に手交しました。
　この事業は、昭和59年度に事業開始し、国内の消防機関等から更新車両の提供を受け、それら
を開発途上国に無償で援助し、消防力の向上や日本の国際貢献に寄与しております。
　昨年度末までに46か国1,798台の援助実績を重ね、平成28年度からは外務省のODA資金を活用
し、海外での技術援助も行っています。

援助車両及び車両提供元機関

東 京 都 稲城市 消防ポンプ自動車 ４台

神奈川県 大和市消防本部 高規格救急自動車 １台

栃 木 県 宇都宮市消防局 小型動力ポンプ積載型消防自動車 ２台

岐 阜 県

大垣消防組合消防本部 指揮車 １台

多治見市消防本部
消防ポンプ自動車 １台

高規格救急自動車 １台

ペルー共和国への「消防車両等国際援助事業」 
大統領が参列し援助車両を引渡し

（公財）日本消防協会　国際部

（公財）日本消防協会　国際部
　電話：03-6263-9528

寄贈車両のパネル展示

（写真右）ペルー共和国大統領
ディナ・ボルアルテ氏
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まで
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●長野県・富山県の登録店舗をご紹介します！
　今回ご紹介するのは、長野県上田市の１店舗、富山県射水市の４店舗です。
　長野県東部に位置する上田市は、市の中央を日本最長の千曲川が流れ、北に菅平高原、南に美ヶ原高原な
ど雄大な自然環境に恵まれた地域です。歴史的には、戦国時代に全国に名を馳せた真田氏発祥の地としても
知られています。歴史ある神社仏閣、温泉地やワイナリーなどの観光資源も多く観光地として魅力的です！
　富山県射水市の魅力は、新鮮で豊かな「食」、日本のベニスと称される水辺の景観「水」、そして市民参加型
で伝統ある「祭り」の3つのポイントに集約されています。特に、富山県を代表する魚介が水揚げされる新湊
漁港を有し、新鮮な海の幸を味わうことができて、全国的にも珍しい「昼セリ」を見学することもできます！
　是非とも全国の消防団員さんに積極的に店舗をご利用いただきたいと思います！

がんばる消防団の味方
『全国消防団応援の店』へ行ってみよう！
～長野・富山編～ （公財）日本消防協会　福祉部

利用したい『全国消防団 
応援の店』を見つけてね☆

食事

旅行美容

博物館

ガソリンスタンドなど

買い物

スポーツ

登録店舗リスト

●住所・連絡先
　長野県上田市中丸子1623-1　電話：0268-42-6673�
　InstagramのDM
●サービス内容
　飲食合計金額の10％ off　※他の割引との併用は対象外となります。
●登録のきっかけ
　�　上田市消防団の音楽隊に娘が入団し、長野県が行っている「信州消防団員応援ショッ
プ事業」の消防団員カードをもらってきたことから日常の生活をしながら地域の安全
にご尽力されている消防団の皆様のことを知りました。自分も何か協力したいと思い、
県内では初の「全国消防団応援の店登録店」となりました。
●おすすめ・アピールポイント
　�　当店の珈琲カレーはお水の代わりにハンドドリップで淹れた淹れたての珈琲のみで
仕立てているカレーです。チーズと卵をのせて焼き上げた「焼きチーズ珈琲カレー」が
1番人気です。３分づきのお米を珈琲で炊き上げた苦みと旨味を味わえる「これでも
か！珈琲カレー」もおすすめです。ドリンクの中でもお茶は、紅茶・ブレンドハーブ
ティー・ストレート花茶・フラワーフルーツロシアンティー等各種取り揃えておりま
す。ガツンと強めなアイス珈琲もおすすめです。お食事・デザート・お飲み物と忘れ

られない味を目指しています。
　主催のハッピーマルシェは、地
元丸子第三分団の皆様を筆頭に、
消防団の皆様にご参加ご協力を
賜り、防火防災活動と共にお世話
になっております。皆様のお越し
を心よりお待ちしております。

ザイデンシュトラーセン� UEDA city

～長野県～
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丸屋� IMIZU city

野村屋� IMIZU city

～富山県～

●住所・連絡先
　富山県射水市本町3-6-4
　電話：0766-82-3637
●サービス内容
　�1,000円以上購入で季節の�
商品サービス
●登録のきっかけ
　�　自身も消防団員であり、消防団応援の店について声がかかった際には二つ返
事で了承しました。消防団活動をしている方を食を通じて応援したいと思い登
録しました。
●おすすめ・アピールポイント
　�　富山名物ブラックラーメンをイメージしたコクのある醬油バター味の「富山
ブラックどらやき」がおすすめです。
　�　素朴な餅菓子や伝統的な和菓子、遊び心を加えたスイーツまで、3代目店主
野村さんが「自分が食べたい」と思うものを開発し、厳選した材料を使ってひと
つひとつ手作りしています。

　「日本のベニ
ス」と呼ばれる内
川のすぐそばに
あるお店なので、
散策しながらぜ
ひ当店に足を運
んでください。

●住所・連絡先
　富山県射水市立町3-15　�
　電話：0766-84-6123
●サービス内容
　�ワンドリンクサービス�
（消防団員さんを含むグループ全体）
●登録のきっかけ
　�　自身も消防団員で、消防団にはお世話になっている先輩や後輩が大勢所属し
ているので、何か自分に出来ることで役に立ちたいと思い、消防団応援の店に
登録しました。
●おすすめ・アピールポイント
　�　紅ズワイガニや甘えび、バイ貝、ブリや氷見マグロなど旬な食材・地物の魚・
野菜などを使用した料理がおすすめです。メニューはなくその日仕入れた新鮮
な魚介で料理を考え、コースで料理を提供します。四季によって採れる魚介や
食材も変わってくるため、訪れた時期の旬のものを味わってください。
　�　立山連峰を眺められる新湊大橋や海王丸、内川沿いの散策などを観光してい
ただき、その足でぜひお店に来ていただければ富山の旬の魚介を使ったおいし

い料理を提供し
ます。毎年10月
には新湊曳山祭
りが開催される
のでぜひ皆さん
来てください。

HP

HP
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松原屋� IMIZU city

小杉スポーツ� IMIZU city

●住所・連絡先
　富山県射水市三ケ1038　　電話：0766-55-1331
●サービス内容
　各種割引（現金支払いに限る）  ※一部対象外あり
●登録のきっかけ
　�　火災だけではなく自然災害が発生した際、地元地域のために懸命に活動され
ることに対し、弊社でも少しでもご協力できることがあればと思い登録しました。
●おすすめ・アピールポイント
　�　多種多様なウェア、シューズ、トレーニング用品、サプリメント、身体のケ
ア用品等を取り扱っているため、団員の方にあったご提案をできるかと思いま
すのでご相談ください。また、ポンプ操法等で使用された商品のご意見をメー
カーへ直接フィードバックして商品開発の提案をしています。
　�　経営する小杉パークゴルフクラブでは体を動かしながら家族や友人と仲を深
めることができ、宿泊施設は天然温泉なので身体の疲れを癒せます。
　�　団員さん、ご家族でグリーンシーズンはパークゴルフを、冬はウィンタース

ポーツを楽しんで、
弊社温泉宿泊施設で
ゆっくりお過ごしい
ただき、家族・仲間
のコミュニケーショ
ンの場としてご利用
ください。

●住所・連絡先
　富山県射水市三ケ3971-1　　電話：0766-55-0034
●サービス内容
　電話予約時に団員と伝えるとサービスあり
●登録のきっかけ
　�　明治30年ごろからこの地に旅館を構え、古くから地元の方に利用してもら
い、近所には消防団員さんが住み、たくさんのつながりがあるなかで消防団応
援の店登録のお話をいただき、協力できることがあるならと思い登録しました。
●おすすめ・アピールポイント
　�　大きな町である富山市と高岡市の真ん中にある射水市は観光の拠点として最
適な場所です。当旅館は、あいの風とやま鉄道「小杉駅」より徒歩1分、北陸自
動車道 小杉インターより車で9分の好アクセスで便利な立地に位置している
旅館です。
　�　普段から会合や懇親会でご利用していただく機会が多いので、宴席の料理に
は皆さんに美味しくて新鮮なものを提供できるよう気を配っています。
　�　射水市小杉エリアでは、獅子舞などの地域行事がたくさんあり、季節ごとの

イベントで地元一体となっ
て盛り上がっています。ド
ライブコースも充実してお
りますので、富山の美味し
い魚とお酒を楽しみ、射水
市に遊びに来た際は是非ご
利用下さい。

HP

27 日本消防　2025.9



１　はじめに
　一般財団法人全国消防協会では、令和７年８月30日（土）に、神戸市消防局
主管により兵庫県三木市（兵庫県立広域防災センター）において、第53回全国
消防救助技術大会を開催しました。
　この大会は、救助技術の高度化に必要な基本的要素の練磨を通じて、消防救
助活動に不可欠な体力、精神力、技術力を養うとともに、全国の消防救助隊員
が一堂に会し、競い、学ぶことを通じて、他の模範となる消防救助隊員を育成
し、全国市民の消防に寄せる期待に力強く応えることを目的として毎年開催しています。
　兵庫県神戸市は、30年前に阪神・淡路大震災を経験し、ともに支え合い、多くの困難を乗り越
えて「絆」を紡いできました。この「絆」から、さまざまなものが生まれ、作られ、育まれ、今も脈々
と繋がり続けています。
　『震災30年で培った「絆」と、この大会で新たに紡がれる「絆」がつながり、これらが復興から新
たなステージへ、そして次なる発展に向けての勇気と力になっていくことを願っている。』という
想いが、「Go Forward More ～「絆」とともに～」という大会スローガンに込められています。

（一財）全国消防協会　市川会長 （公財）日本消防協会　秋本会長 選手宣誓：神戸市消防局　近藤隊員

２　大会を振り返って
　大会当日は好天に恵まれ暑さ厳しい中、開会式は、午前９時から兵庫県立広域防災センターで
行われ、全国９地区支部から選抜された出場隊員が入場し、栗岡神戸市消防局長の開会宣言によ
り第53回全国消防救助技術大会が開幕しました。
　続いて、消防殉職者に対する黙とう、国旗・大会旗の掲揚後、一般財団法人全国消防協会の市
川会長が挨拶されました。ご来賓からは、大沢消防庁長官、秋本公益財団法人日本消防協会会長、
齋藤兵庫県知事よりご祝辞をいただきました。その後、大会審判長である岸本北九州市消防局長
の審判長指示を受け、神戸市消防局の近藤隊員が出場隊員915名を代表して隊員宣誓を行うと、
いよいよ本番という雰囲気が広がり、気温の上昇と選手たちの高揚感が相まって、会場は熱気に
包まれました。
　陸上・水上の部、各７種目、計14の訓練種目では、全国から選抜された救助の精鋭が磨き抜か
れた救助技術を存分に披露しました。

第53回全国消防救助技術大会
（一財）全国消防協会
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　技術訓練では、陸上会場では兵庫県下の消
防本部で作られた「救助作業部会」から東播・
播但ブロック混成チームが「誰一人取り残さな
い救助」の訓練を、水上会場では徳島市消防局
が潜水経験の浅い隊員であっても、ロープ合
図と資機材を活用した二重の安全管理を徹底
し、事故を未然に防ぐ訓練をそれぞれ披露し
ました。その後、第54回全国消防救助技術大
会から実施される新障害突破のデモンスト
レーションも実施され、参加隊員は、趣向を凝らした訓練想定と高度な救助技術を細部にわたる
まで吸収しようと、真剣なまなざしで訓練を見学していました。
　会場内に設けられたイベントエリアでは、特殊消防車両の展示や地震体験車、VRゴーグルや
ARゴーグルを使った災害疑似体験など、さまざまなコーナーやイベントが用意されており、大人
から子どもまで大勢の方々で賑わいました。
　大会は予定どおり進行し、陸上の部・水上の部ともに全国から選ばれた隊員たちの日頃の訓練
成果が惜しみなく発揮されました。会場を埋め尽くした見学者は、隊員たちが訓練に取り組む姿
に見入り、客席からは歓声と応援の拍手が鳴り止みませんでした。
　全ての訓練種目終了後、大会会場において閉会式が行われました。
　はじめに、各訓練代表受賞者への表彰が行われ、市川大会会長から表彰状が手渡されました。
市川大会会長の講評後、国旗・大会旗の降納に続き、大会旗の引き継ぎが行われ、栗岡神戸市消
防局長から次期開催主管消防本部の阿部新潟市消防局長へ大会旗が手渡されました。
　引き継ぎを受けた阿部新潟市消防局長から「栗岡神戸市消防局長から大会旗の引き継ぎをさせて
いただきました。長い大会の歴史の中で、新潟県新潟市での開催は初めてのことです。新潟市は、
大河の信濃川が市内を流れ、日本海に注ぐ美しい水辺都市であり、新潟の代名詞となるお米や日

障害突破 ロープブリッジ渡過

ほふく救出 陸上の部技術訓練：東播・播但ブロック混成チーム①

陸上の部技術訓練：東播・播但ブロック混成チーム②
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本酒が楽しめるだけでなく、海の幸も豊富です。また、新潟駅から都心エリアをつなぐ沿線地域は、
「にいがた２km」と称し、人・モノ・情報の中心拠点となる魅力ある都心づくりをコンセプトに新
たな街づくりを推進しております。来年は、是非とも豊かな自然と食文化が共存する新潟の魅力
を存分に感じていただき、楽しんでいただけるよう、職員一丸となってお迎えしたいと存じます。」
と第54回全国消防救助技術大会開催に向けた決意を述べられました。
　最後に、栗岡神戸市消防局長の閉会宣言により、第53回全国消防救助技術大会は閉幕となりま
した。

３　終わりに
　暑さが厳しい中ではありましたが、多くのご来賓と市民の皆様など、延べ約10,000人の方々に
ご来場をいただき、大会を終えることができました。
　本大会の開催に際しまして、多大なるご支援、ご尽力を頂きました開催主管消防本部である神
戸市消防局をはじめ、関係各位に深く感謝申し上げますとともに、将来の隊員の育成にも引き続
きのご理解ご協力をお願い申し上げます。

水中結索 溺者救助

複合検索 水上の部技術訓練：徳島市消防局①

水上の部技術訓練：徳島市消防局② 大会旗→神戸市消防局長から新潟市消防局長
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消防団の組織概要等に関する調査 
（令和７年度）の結果

総務省消防庁　地域防災室

　総務省消防庁では、全国の市区町村を対象に、令和７年４月１日現在の消防団の組織概要
等に関する調査を行い、とりまとめましたので公表します。
　上記調査の結果、消防団員数は約73 万２千人（対前年比約▲１万４千人）と、依然として減
少しております。
　一方で、重点的に取り組んできた女性団員、学生団員及び機能別団員については継続して
増加しており、消防団員の処遇改善に係る対応状況については、年額報酬、出動報酬及び各
報酬の支給方法について基準を満たす市区町村が92％を超え、着実に改善が進んでおります。
　総務省消防庁では、こうした状況を踏まえ、引き続き、消防団員の確保に向け、広報の充
実や処遇改善を更に推進するとともに、女性団員が活動しやすい環境づくり等を通じた各地
域の優良事例の横展開など、消防団の更なる充実に向けた取組を進めてまいります。

　　○ 調査対象　全国の市区町村（消防団事務を実施している消防本部、一部事務組合を含む。）
　　○ 調査時点　令和７年４月１日現在
　　○ 調査結果　消防団の組織概要等に関する調査結果（概要）

資料の入手方法
　総務省ホームページ（https://www.soumu.go.jp/）
の「報道資料」欄及び消防庁ホームページ（https://www.
fdma.go.jp/）の「報道発表」欄に掲載。

総務省ホームページ�
「報道資料」

消防庁ホームページ�
「報道発表」

●�R7.4.1時点の消防団員数は732,223人 (▲14,458人 (▲1.9％ ) 入団者数：37,757人、
退団者数：52,215人）

●重点的に取り組んできた女性団員、学生団員及び機能別団員については増加傾向
　⃝�女性団員　29,478人(＋883人(＋3.1％ )) �
※女性団員がいる消防団数は1,775団(＋29団)

　⃝�学生団員　7,568人(＋446人(＋6.3％ )) �
※学生団員がいる消防団数は896団（+34団）

　⃝�機能別団員　40,195人(+2,615人(＋7.0％ ))�
※機能別団員（分団）制度は803市区町村で導入済（+53市町村）

消防団の組織概要等に関する調査の結果（令和７年度）

（年度）

（年度）

（年度）

（年度）

４ 機能別消防団員数の推移
（機能別消防団員数）
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機能別団員数 機能別団員（分団）制度導入市区町村数

（導入市区町村数）

301 350 397 447 501 558 616 665 70514,196 16,495 19,004 21,044 23,536 26,095
29,371

32,118 34,690

３ 学生消防団員数の推移
（学生消防団員数）
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学生消防団員数 学生消防団活動認証制度導入市区町村数

（学生消防団活動認証制度導入市区町村数）

3,017 3,255
3,995
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7,122

36
69 189

266
290

323 333
363 382 395

7,568

417

２ 女性消防団員数の推移
（女性消防団員数）
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女性消防団員数 女性消防団員がいる消防団数の割合

（女性消防団員がいる消防団数の割合（%））

（消防団員数（万人））

22,747 23,899 24,947 25,981 26,625 27,200 27,317 27,603 27,954

64.3 66.9 69.1 71.2 72.8 75.1 75.9 76.5 78.3

28,595

80.3

１ 消防団員数の推移
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1,944,233

996,743
732,223
（対前年比
▲14,458）

昭和30年に200万人を割り込む

平成２年に100万人を割り込む

750

37,580

803

40,195

29,478

81.8

【連絡先】
　消防庁国民保護・防災部地域防災室　　有村課長補佐、山下係長、青山事務官、菊川事務官
　TEL：03-5253-7561　　E-mail：syobodan/atmark/ml.soumu.go.jp
　※�迷惑メール防止のため、「＠」を「/atmark/」と表示しておりますので、送信の際は、「＠」に置き換えてください。

31 日本消防　2025.9



（年度）

（年度）

（年度）

（年度）

４ 機能別消防団員数の推移
（機能別消防団員数）
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（導入市区町村数）

301 350 397 447 501 558 616 665 70514,196 16,495 19,004 21,044 23,536 26,095
29,371

32,118 34,690

３ 学生消防団員数の推移
（学生消防団員数）
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（学生消防団活動認証制度導入市区町村数）

3,017 3,255
3,995

4,562
5,189 5,404 5,387 5,706 6,562

7,122

36
69 189
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２ 女性消防団員数の推移
（女性消防団員数）
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女性消防団員数 女性消防団員がいる消防団数の割合

（女性消防団員がいる消防団数の割合（%））

（消防団員数（万人））

22,747 23,899 24,947 25,981 26,625 27,200 27,317 27,603 27,954

64.3 66.9 69.1 71.2 72.8 75.1 75.9 76.5 78.3

28,595

80.3

１ 消防団員数の推移
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1,944,233

996,743
732,223
（対前年比
▲14,458）

昭和30年に200万人を割り込む

平成２年に100万人を割り込む

750

37,580

803

40,195

29,478

81.8
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（年度）

（年度）

②年齢階層別消防団員数の推移 （うち、65歳以上は4.5％）
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S40 50 60 10H5 2015 3025 R3 4 5 6 7
19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

（団員数（人））
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①入団者数及び退団者数の推移
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55,000
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H27 28 29 30 31（R1） 2 3 4 5 76

52,215

37,757

●�消防団員数は依然として減少傾向にあるものの、退団者数は２年連続の減少となった。（下図①）

●�年齢階層別に消防団員数を見ると、若年層の団員構成率が減少しており、30代以下は４割
弱程度（33.5％）にとどまる。（下図②）

●�各年齢階層別の入団者数はここ数年、一定の水準で推移。
●�特に、若年層（20歳代、30歳代）の入団者数減少も下げ止まりの傾向。

（年度）

（団員数（人））
年齢階層別入団者数の推移
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10,3687,505
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4,291

20歳以下 21～30歳 31～40歳 41～50歳 51歳以上
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1 はじめに
　消防庁では、平成20年から全国の消防本部
を対象に熱中症による救急搬送人員の調査を
行っています。令和７年は記録的な暑さが続
き、５月１日から８月17日までに76,119人（※
速報値）の方が熱中症で救急搬送されており、
６月が過去最多、７月が過去３番目の搬送人
員となるなど、調査開始以降最多となった令
和６年同様、厳しい状況となっています。今
回は、熱中症による救急搬送の状況等につい
て詳しくご説明します。

2 熱中症による救急搬送状況
①　年齢区分別の救急搬送人員（図１）
　５月１日から８月17日までの熱中症による
救急搬送人員の合計76,119人のうち、高齢者
が44,400人（58.3％）と最も多く、次いで成人
24,694人（32.4％）、少年6,584人（8.6％）など
となっています。約６割を占める高齢者は、
暑さやのどの渇きを自覚しにくいなど体の変
化に気づきにくい傾向があるため、周囲の方
がこまめに声をかけて、水分補給や暑さ対策
などの予防行動を促すことが大切です。

図１　�年齢区分別（構成比）�
令和７年　総搬送人員76,119人

新生児
3人
0.0%

乳幼児
438人
0.6%少年

6,584人
8.6%

成人
24,694人
32.4%

高齢者
44,400人
58.3%

凡例

新生児：生後28日未満の者
乳幼児：生後28日以上満７歳未満の者
少　年：満７歳以上満18歳未満の者
成　人：満18歳以上満65歳未満の者
高齢者：満65歳以上の者

※端数処理（四捨五入）のため、割合の合計は
　100％にならない場合があります。　

②　傷病程度別の救急搬送人員（図２）
　５月1日から８月17日までの熱中症による
救急搬送人員の合計76,119人のうち、軽症が
47,647人（62.6％）と最も多く、次いで中等症
26,292人（34.5％）、重症1,692人（2.2％）、死
亡95人（0.1％）などとなっており、入院が必
要となる中等症以上と診断された搬送人員が
約４割を占めています。熱中症の症状は、年
齢や持病など傷病者の背景の違いにも影響を
受け、刻々と変化します。中には、短時間で
重篤な状態に陥る場合もありますので十分に
注意が必要です。

図２　�初診時における傷病程度別�
令和７年　総搬送人員76,119人

死亡
95人
0.1%

重症
1,692人
2.2%

中等症
26,292人
34.5%

軽症
47,647人
62.6%

その他
393人
0.5%

※端数処理（四捨五入）のため、割合の合計は
　100％にならない場合があります。

凡例

死　　亡 初診時に死亡が確認されたもの

重　　症
（長期診療）

傷病の程度が３週間以上の入
院加療を必要とするもの

中 等 症
（入院診療）

傷病の程度が重症または軽症
以外のもの

軽　　症
（外来診療）

傷病の程度が入院加療を必要
としないもの

そ の 他 医師の診断がないもの及び傷
病程度が判明しないもの、そ
の他の場所へ搬送したもの

※なお、傷病程度は入院加療の必要程度
を基準に区分しているため、軽症の中には
早期に病院での治療が必要だった者や通
院による治療が必要だった者も含まれる。

③　発生場所別の救急搬送人員（図３）
　５月1日から８月17日までの熱中症による
救急搬送人員の合計76,119人のうち、住居が
30,169人（39.6％）と最も多く、次いで道路
14,912人（19.6％）、公衆（屋外）8,909人（11.7％）、
仕事場①7,426人（9.8％）、公衆（屋内）6,493人

（8.5％）などとなっています。

熱中症による救急搬送の状況及び 
予防啓発の取組について

総務省消防庁　救急企画室
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図３　�発生場所別（構成比）�
令和７年　総搬送人員76,119人

※端数処理（四捨五入）のため、割合の合計は　100％にならない場合があります。

住居
30,169人
39.6%

仕事場①
7,426人
9.8%

仕事場②
1,559人
2.0%

教育機関
2,720人
3.6%

公衆（屋内）
6,493人
8.5%

公衆（屋外）
8,909人
11.7%

道路
14,912人
19.6%

その他
3,931人
5.2%

凡例

住　　居 （敷地内全ての場所を含む）

仕事場① （道路工事現場、工場、作業所等）

仕事場② （田畑、森林、海、川等　※農・畜・
水産作業を行っている場合のみ）

教育機関 （幼稚園、保育園、小学校、中学校、
高等学校、専門学校、大学等）

公衆（屋内） 不特定者が出入りする場所の屋内
部分
（劇場、コンサート会場、飲食店、
百貨店、病院、公衆浴場、駅（地
下ホーム）等）

公衆（屋外） 不特定者が出入りする場所の屋外
部分

、場車駐外屋の物象対各、場技競（
野外コンサート会場、駅（野外ホー
ム）等）

道　　路 （一般道路、歩道、有料道路、高
速道路等）

そ の 他 （上記に該当しない項目）

④　都道府県別の救急搬送人員（図４）
　５月１日から８月17日までの熱中症による
救急搬送人員の合計76,119人のうち、東京都
が6,854人と最も多く、次いで大阪府5,393人、
愛知県4,990人、埼玉県4,630人、神奈川県3,733
人となっています。

⑤　週別の救急搬送人員（図５）
　週別の救急搬送人員は、６月中旬までは
200～ 1,200人前後で推移していましたが、６
月中旬以降急増し、特に６月30日の週及び７
月21日の週は10,000人以上となっています。

図４　�都道府県別熱中症による救急搬送人員�
前年同時期との比較（累計：５月１日～８月17日）

■ 令和７年５月１日～８月17日（速報値  76,119人）
■ 令和６年５月１日～８月17日（確定値  76,228人）

図５　熱中症による救急搬送人員（週別推移）

令和７年５月１日～7月27日（確定値）
令和7年7月28日～８月17日（速報値）
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4 熱中症予防のポイント
　東京都のデータでは、お亡くなりになられ
た方の８割以上が高齢者で、また、８割以上
がエアコンを使っていなかったというデータ
があります。こうした点を踏まえて、熱中症
を予防するために、改めて以下の項目を心が
けて下さい。
・�喉の渇きを感じる前のこまめな水分補給や

適切な塩分補給
・�室内の温湿度をこまめに測るとともに、エ

アコン・扇風機をためらわずに使う
　�（エアコンが使用できないときは、涼しい

服装に着替え、濡れたタオル等を肌に当て、
うちわであおぐと熱が放散される）

・�屋外の作業ではこまめに休憩をとる
・�熱中症警戒アラートが発表されるような日

は、外出をできるだけ控え暑さを避ける

5 おわりに
　多くの方が病院に運ばれたり、亡くなった
りする、熱中症を引き起こす猛暑は、もはや

「災害」といっても過言ではありません。屋内
外や昼夜を問わず、ご自身の命を守るため、
基本的な熱中症予防対策を徹底するととも
に、周りの人や離れて暮らすご家族等への呼
びかけも重要です。
　消防庁では、全国の消防本部と連携をとり
ながら、引き続き熱中症予防啓発に努めてい
きます。

【参考】 消防庁熱中症情報 
https://www.fdma.go.jp/disaster#anchor--07
※�　熱中症予防啓発のコンテンツは、このURL内に

掲載しています

【参考】 �熱中症予防情報サイト 
普及啓発資料（環境省）

https://www.wbgt.env.go.jp/heatillness_pr.php

問合せ先
　消防庁救急企画室　竹田、松田、三宅
　TEL: 0 3 - 5 2 5 3 - 7 5 2 9

3 消防庁における熱中症予防啓発の取組

　消防庁では、全国消防イメージキャラク
ター「消太」を活用した熱中症予防啓発ポス
ター・ビデオ・イラスト、熱中症対策リーフ
レット、全国の消防本部が独自で行っている
熱中症予防啓発の取組をまとめた熱中症予防
啓発取組事例集等の予防啓発用コンテンツを
ホームページに掲載しているほか、X（旧
Twitter）でも熱中症の予防について発信して
います。
　また、「熱中症予防強化キャンペーン」とし
て、関係府省庁や官民連携の下、時季に応じ
た適切な熱中症予防行動の呼びかけを行うと
ともに、狙いを絞った効果的な普及啓発や注
意喚起等の広報活動を実施しています。

【ポスター】

【消防庁Xでの広報】
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1 検討の目的
　土砂災害の救助活動要領については、平成26
年度の検討会で体系的に取りまとめられ、令和元
年度に、具体的かつ実践的な救助活動要領に見直
されているところであるが、近年、国内において
は、令和３年静岡県熱海市土石流災害をはじめ、
令和６年能登半島地震では地震による大規模な土
砂崩落が発生し、甚大な被害とともに多くの人命
や財産が犠牲となった。今後も発生が予想される
大規模土砂災害においては、活動が広範囲にわた
ることや二次災害の発生危険もあり、大きな困難
性が伴う中で、消防機関には安全管理の徹底と迅
速な救命活動が求められている。
　そのため、近年の土砂災害における教訓や最新
の知見や先進的な活動技術等を踏まえて、大規模
土砂災害の対応にあたる消防隊員等がより安全・
確実・迅速に救助するための手法、教育訓練、関
係機関との連携について、有識者等からなる検討
会を開催し、実践的かつより消防職員に浸透させ
るための見える化を図る検討を実施した。

2 検討の体制、検討事項等
⑴�　大規模土砂災害の救助活動に係る主な検討事

項について、近年に発生した土砂災害における
経験、教訓の蓄積や新たな知見、先進的な活動
技術等を踏まえて、具体的かつ実践的に検討す
るため、土砂災害に係る各専門分野における有
識者委員、消防本部委員、さらにはオブザーバー
として実動部隊を保有する防衛省、警察庁、国
土交通省や消防大学校、消防研究センターなど
の方々で構成する検討会を計４回開催した。

＜開催実績＞
■ 第１回　令和６年７月31日
■ 第２回　令和６年10月１日
■ 第３回　令和６年12月２日
■ 第４回　令和７年２月26日
※�すべて対面及びwebによるハイブリッド形式で開催

⑵�　検討にあたり、各有識者からは、近年におけ
る土砂災害の現況、土砂災害における活動状況、
革新的な技術研究などの報告をいただくととも
に、その専門分野における動向や課題事項等に
係るご意見や、救助活動技術の充実及び「見える
化」を図るため、消防機関や専門家等からなる「個
別検証チーム」による個別技術検証を行うこと
で、より実践的かつ具体的な検討を実施した。

氏名 所属・役職等

有
識
者
委
員

岩男　忠明 国土交通省　水管理・国土保全局  
水防部保全課　土砂災害対応室長

長田　亜弥 一般社団法人　日本建築構造技術者協会
株式会社東急設計コンサルタント所属

（国際緊急援助隊救助チーム技術検討員）
海堀　正博 広島大学　防災・減災研究センター長
笹井　美青 北海道大学　農学研究院　基盤研究部門 

森林科学分野教授
小林　恭一◎ 危険物保安技術協会　特別顧問

（元東京理科大学　総合研究院教授）
玉手　聡 独立行政法人　労働者健康安全機構

労働安全衛生総合研究所　 
労働災害調査分析センター長

西村　博英 一般社団法人　全国建設業協会
総合企画専門委員会　委員 

（宮城県建設業協会専務理事）
吉田　悦教 千葉経済大学経済学部　特任教授

消
防
機
関
等
委
員

石原　新一郎 名古屋市消防局　本部機動部隊長
川村　亮太郎 東京消防庁　警防部　救助課長
川本　春樹 広島市消防局　警防部　警防課　 

消防機動担当課長
喜多　光晴 京都市消防局　警防部　警防課長
田中　智也 大阪市消防局　警防部　司令課　 

東方面隊長

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

國本　哲 全国消防長会　事業部　事業企画課長
荒川　智哉 防衛省　統合幕僚監部　参事官付　 

　災害派遣・国民保護班　班長補佐
山下　大輔 警察庁　警備局　警備運用部　 

　警備第三課　災害対策室　課長補佐
川嶋　浩一 国土交通省　水管理・国土保全局 

　防災課　災害対策室　課長補佐

消防庁 消防・救急課、国民保護・防災部防災課　
広域応援室、消防大学校、消防研究センター

◎：座長

大規模土砂災害時における 
救助能力の高度化について

総務省消防庁　国民保護・防災部　参事官
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⑶�　検討会に先立ち、全国の720消防本部に対し、
土砂災害への対応における消防機関の課題、土
砂災害に対応するための活動要領等の整備、他
機関との連携状況、課題を解決するための方法
や要望などの実態調査を行った。また、現行の

「土砂災害時における消防機関の救助活動要領」
の記載内容を充実強化させるとともに、見える
化を図るために土砂災害活動の流れ、安全監視、
関係機関との連携、救助・検索活動、活動経験
等の補完を主に検討を行った。

⑷�　報告書をまとめ、現行要領を見直し、新たに
最新かつより実戦的な「土砂災害時における消
防機関の救助活動マニュアル」（以下「マニュア
ル」という。）として取りまとめた。

3 マニュアルの主なポイント
⑴　より実戦的な活動手順ヘ
　�　活動の迅速化を図るため、災害の覚知から救

助活動までを時系列で記載し、土砂災害の標準
活動のための消防活動フローを策定し、掲載した。

⑵　より安全な活動へ
　�　安全を考慮した災害現場への進入方法等を明

確化するとともに危険現象の監視方法及び安全
監視員の配置例を示した。また、危険な土砂移
動の過去例を追加した。

（安全監視員の配置例）

⑶　より効率的な活動へ
　�　関係機関等の早期応援要請を図ることや一貫

した活動のための方法を追加した。

（マーキング例）

（管理シート）（消防活動フロー）
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⑷　実災害の課題改善へ
　�　関係機関等の早期応援要請を図ることや一貫

した活動のための方法を追加した。

（各種検証）

⑸　活動の見える化
　�　土砂災害活動に対する理解力を高めるため、

写真、図に加えて、動画を多岐にわたり掲載し
た。また、実災害を用いた例示や災害事例を追
加し、過去の教訓等を学べるようにした。

4 おわりに
　今回のマニュアルを各消防本部において、活動
要領、マニュアル等の策定、または更新に積極的
に活用していただき、土砂災害に対する救助現場
の活動の一助となることを期待します。

〇令和6年度  救助技術の高度化等検討会
（大規模土砂災害時における救助能力の高度化）
（https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/
post-163.html）

問合せ先
　消防庁国民保護・防災部　参事官付救助係
　大月補佐、田中係長、澤田事務官、井上事務官
　TEL：03-5253-7507
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　近年、気候変動の影響等により、既存の想定を上回る
災害が多く発生しており、いつ起きてもおかしくないと
される南海トラフ地震、首都直下地震等の大規模地震の
切迫性に加えて、集中豪雨や雪害といった過去の災害教
訓を踏まえると、行政による対応のみでは被災者の救助
や消火活動等に限界があるため、住民自身・相互の活動
体制をいかに整えるかが課題となっています。
　そこで、「自分たちの地域は自分たちで守る」という自
覚、連帯感に基づき、自主的に結成された組織が自主防
災組織です。平成7年1月に発生した阪神・淡路大震災
を契機にその重要性が見直され、各地で組織の結成・育
成が積極的に取り組まれています（令和６年４月１日現
在、16万7,233団体）。自主防災組織は、平常時には防災
訓練の実施、防災知識の普及啓発、災害危険箇所の点検、
資機材の購入・点検等を行うとともに、災害時には初期
消火、避難誘導、負傷者等の救出・救護、情報の収集・
伝達、給食・給水、災害危険箇所の巡視等を行います。

連携による活動の活性化
　地域の安心安全を守るために活動している自主防災組
織が、地域の垣根を越えて互いに連携し、また、消防団、
学校、企業など地域の様々な防災活動団体と連携し、お
互いの得意分野を活かして補完し合うことで、地域の防
災力をより高めることができるようになります（図参照）。

自主防災
組織 連携

○人材が増え、また保有資機材等も豊富になる。
○活動の範囲が広がり、広域的に事業を実施することができる。
○活動の種類やメニューが増え、活発な活動を継続して実施すること
が可能になる。
○様々な機会を通じた地域住民へのPRが可能となる。

○自主防災組織 ○女性（婦人）防火クラブ
○消防団・常備消防 ○企業（事業所）
○自治体 ○医療機関
○民生委員・児童委員 ○災害ボランティア・NPO
○学校 ○その他市民団体　等
○社会福祉協議会・福祉団体

他団体との連携によるメリット

（図） 様々な地域活動団体との連携とそのメリット

　ここでは、「第29回防災まちづくり大賞」において、消
防庁長官賞を受賞された鳥取県米子市の三柳団地２区自
主防災会の取組を紹介します。

取組の背景
　三柳団地２区自主防災会は、鳥取県米子市両三柳（加
茂地区）に位置する約100世帯の団地の自治会自主防災
会であり、地区内で発生した火災がきっかけとなり団体
を発足しました。
　高齢化が深刻化する中、青壮年が不在となる平日の昼
間に災害が発生した場合、在宅している高齢者や障がい
者などの要配慮者の避難が遅れることがないように、い
かなる場合でも住民の命を守る地域づくりが必要と考え
活動をしています。

取組内容
　「誰一人取り残さない避難」を目標とし、防災フェス
ティバル、防災研修遠足、防災クリスマス会などの皆が
楽しめる行事を通じて、多くの住民が交流し、心配し合
う心（支え愛）を醸成する活動を行っています。
　防災フェスティバルでは、聴覚障がい者が講師となり、
災害時に困ることを参加者に伝えるなど、障がい者への
理解を深める講習も取り入れています。
　さらに行政や米子市社会福祉協議会などの団体と連携
強化を図り、自らの取組を地区外に発信したり、隣接す
る自治体へ働きかけ合同訓練を実施するなど、活動の領
域を広げています。

取組の成果
　「楽しさ」を加味した行事を通じて、多世代で多様な住
民の参加を確保することで、青壮年が不在でも顔見知り
となった在宅の高齢者や家族世帯による平時の互いの見
守りや災害時の迅速な初動対応が可能となり、目標とす
る「誰一人取り残さない地域づくり」に結びつきました。
活動に共感した他組織と協働することで、多世代交流や
障がい者とのコミュニケーションが防災に役立つことを
広報し、「支え愛」地域の拡大に貢献しました。

防災フェスティバル

　このように、普段から、地域における人的ネットワー
ク（つながり、結びつき）を広げ、地域コミュニティの強
化を図ることが、いざという時に大きな力となります。
　防災まちづくり大賞受賞団体の取組については、「防災
まちづくり大賞受賞事例集」にまとめています。また、自
主防災組織については、消防庁が作成した「自主防災組織
の手引」に詳しく記載しています。それぞれ、下記のURL
からご覧いただけますので、ぜひ参考にしてください。

●第29回防災まちづくり大賞受賞事例集（令和６年度）
　�https://www. fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/

items/ikusei002_09_jirei29th.pdf
●自主防災組織の手引（令和５年３月改訂）
　�https://www. fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/

items/bousai_R5_3.pdf

住民自らによる災害の備え
総務省消防庁　地域防災室

問合せ先
　消防庁国民保護・防災部防災課地域防災室住民防災係
　TEL：03-5253-7561

40日本消防　2025.9



　令和７年６月10日（火）、中央合同庁舎第２号
館３階消防庁長官室（東京都千代田区）において、
令和７年に発生した大規模な林野火災に係る防災
功労者消防庁長官表彰式が開催されました。
　「防災功労者消防庁長官表彰」は、自然災害や大
規模事故等の現場において、顕著な活動実績が認
められる消防団を称えるものです。
　今回、令和７年に発生した大規模な林野火災の
発生に際し、地域住民の命と安全を守るため、避
難の呼びかけや消火活動、夜間の見回り、情報収
集等、発災直後から、昼夜を分かたず懸命に活動
を展開された消防団６団体が本表彰を受賞されま
した。表彰式に出席された６団体に対し、池田消
防庁長官から表彰状を授与しました。
　また、受賞者を代表して、大船渡市消防団団長
の大田昌広氏から謝辞をいただきました。

　消防庁においては、消防団の更なる充実強化
に向け、消防団員の確保をはじめ、処遇の改善、
活動環境や装備の充実強化等、全国で活躍され
ている消防団員の皆様がやりがいを持って活動
できる環境づくりに向けて、全力で取り組んで
まいります。

令和７年に発生した大規模な林野火災に係る 
防災功労者消防庁長官表彰式の開催

総務省消防庁　地域防災室

問合せ先
　消防庁国民保護・防災部地域防災室　消防団係
　TEL: 0 3 - 5 2 5 3 - 7 5 6 1

池田消防庁長官ご挨拶 表彰状授与

代表謝辞 記念撮影

○受賞団体一覧（６団体）
　岩手県　大船渡市消防団
　岡山県　岡山市消防団
　　　　　玉野市消防団
　愛媛県　松山市消防団
　　　　　今治市消防団
　　　　　西条市消防団
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1 総出火件数は37,036件、 
前年より1,636件の減少

　令和６年（１～12月）における総出火件数
は、37,036件で、前年より1,636件（4.2%）減
少しています。これは、平均すると１日当た
り約101件、約14分ごとに１件の火災が発生
したことになります。
　また、火災種別でみますと、次表のとおり
です。

令和６年（１～12月）における火災種別出火件数

種別 件数 構成比
（％）

前年 
同期比

増減率 
（％）

建 物 火 災 20,908 56.5% ▲66 −0.3％

林 野 火 災 833 2.2% ▲466 −35.9％

車 両 火 災 3,538 9.6% 17 0.5％

船 舶 火 災 62 0.2% 4 6.9％

航空機火災 3 0.0% 2 200.0％

その他火災 11,692 31.6% ▲1,127 −8.8％

総火災件数 37,036 100% ▲1,636 −4.2％

2 総死者数は1,436人、 
前年より67人の減少

　火災による総死者数は、1,436人で、前年よ
り67人（4.5%）減少しています。
　また、火災による負傷者は、5,742人で、前
年より24人（0.4%）減少しています。

3 住宅火災による死者（放火自殺者等※を除く。）
数は970人、前年より53人の減少

　建物火災における死者1,193人のうち住宅
（一般住宅、共同住宅及び併用住宅）火災にお

ける死者は、1,044人となっています。更にそ
こから放火自殺者等を除くと970人で、前年
より53人（5.2%）減少しています。
　なお、建物火災の死者数に対する住宅火災
の死者数の割合は87.5%で、建物火災の件数
に対する住宅火災の件数の割合53.7%と比較
して非常に高くなっています。

（※放火自殺（心中を含む。）者及び放火自殺巻
き添え・放火殺人の犠牲者。）

4 住宅火災による死者（放火自殺者等を除く。）
の４人に３人が高齢者

　住宅火災による死者（放火自殺者等を除
く。）970人のうち、65歳以上の高齢者は730
人（75.3%）で、前年より32人（4.2%）減少して
います。
　また、住宅火災による死者の発生した経過
別の内訳は、逃げ遅れ439人（前年比24人

（5.8%）増）、着衣着火37人（前年比1人（2.6%）
減）、出火後再進入16人（前年同）、その他478
人（前年比76人（13.7%）減）となっています。

5 出火原因として最も多いものは「たばこ」、 
次いで「たき火」

　総出火件数の37,036件を出火原因別にみる
と、「たばこ」3,038件（8.2%）、「たき火」2,770件

（7.5%）、「こんろ」2,702件（7.3%）、「電気機器」
2,548件（6.9%）、「放火」2,355件（6.4%）の順に
件数が多くなっています。

令和6年（1～12月）における 
火災の状況（概数値）

総務省消防庁　防災情報室

問合せ先
　消防庁防災情報室
　TEL: 0 3 - 5 2 5 3 - 7 5 2 6
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只見町消防団　第１分団　分団長

鈴木　尚
　町内の自動車整備工場に勤務し、第１分団長として分団をまとめながらも自ら率先して
先頭に立ち、山や湖の捜索活動や火災現場で活動しています。仕事柄機械関係に精通し特
に船や重機を使用した活動に長けています。やさしい性格ですが、非常に強面であるため
か、団員が良く指示を聞き、とても統制された団体行動が達成できています。福

島

県

羽後町消防団　第３分団　班長

中川　徹
　中川さんは、大学を卒業後卸売り会社で競り人として働き、
青果物の流通を学んでから秋田県に農業をするために帰ってき
ました。
　近くで火事になった際平日だと人が集まりにくい現状を見
て、農業と消防団との連携の良さを感じ入団。
　地域では農家の高齢化が進んでいますが、従事している農業
では就農当初より経営規模は３倍になりました。昨今のコメ騒
動を見ているともう少し農家を大切にする風潮になってもいい
なあと語っています。
　また、母校での農業体験授業は15年
になりました。せっかく秋田で生まれ
たからには田植えや稲刈りを体験して
もらいたいというのが動機とのこと。
苦労も多いですが毎年児童たちには喜
んでもらっていて、逆にパワーをたく
さんもらっているようです。
　これからも地域の農業と安全を護っ
ていく活動と今後の更なる活躍に期待
しています。

秋

田

県
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芳賀町消防団　副団長

手塚　靖人
　手塚副団長は、会社員として勤務する傍らで、自身で
安全確保マニュアル案を作成するなど、精力的に消防団
活動に尽力されています。
　特に操法指導に熱心で、動画を活用するなど、団員の
ために工夫をこらした指導に取り組んでいます。
　普段はラーメンの食べ歩きがお好きで、ラーメン○郎
を全店制覇するほどの情熱を傾けています。
　そんなバイタリティあふれる手塚副団長の今後のます
ますのご活躍を期待しております。

栃

木

県

佐那河内村消防団　第７分団　分団長

多田　和弘
　佐那河内村消防団から、多田分団長を紹介します。
　多田分団長は、村外から移住されてから今年の４月で
22年をむかえます。現在、村内で宅配のお弁当店を営ま
れており、村内産や徳島産の食材にこだわった手作りの
彩り豊かなお弁当は村内外で
愛されています。
　多田分団長は佐那河内村の
消防団員として、村民が安心
して暮らせるように地域防災
の要として、しっかりと活動
していきたいと語っておられ
ました。

徳

島

県

太良町消防団　分団長

寺田　豊
　太良町消防団からは、寺田豊分団長を紹介します。
　寺田分団長は佐賀県太良町の竹崎地区でコハダ漁師として漁業を営まれています。
　東京都中央卸売市場で取り扱いシェア全国３位となる佐賀県有明海産のコハダは、その
すべてを竹崎地区の漁師で出荷されています。
　音に敏感なコハダを逃がさないため、不安定
な船の舳先にじっと立ち、伝統の投網漁で豪快
に一網打尽されています。また、足が速いコハ
ダを新鮮な状態でみな
さまの元へ届けるた
め、素早く丁寧に作業
される技術を太良町消
防団での日々訓練など
に生かし、活躍されて
います。

佐

賀

県

消防団員で漁業仲間の�
田﨑さん寺田分団長
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地域密着、羽後町消防団！

羽後町消防団　本部長　佐藤　将彦

　羽後町は人口13,000人程で、秋田県内陸南部の横手盆地の中に位置し、湯沢市、横手市、由利
本荘市に隣接しています。物理的に津波の心配がなく、冬は特別豪雪地帯に指定されていて、昔
から大きな災害のない地域です。
　羽後町消防団は現在350人が１本部８分団に分かれて所属しています。
　当消防団も全国の各市町村同様定員割れが続いていますが、毎年10名ほど新規入団者がいます。
数年前からは女性の入団があり、各分団に所属しています。また親子や兄弟で入団している方々
もいます。
　団員の中には伝統行事である、『仙道番楽』『元城獅子舞』『西馬音内盆踊り』各種団体や実行委員、
各地区の神社の行事やイベント等に積極的に関わり、地域住民との繋がりが強い方が多くいます。
いくつかの地区には『消防後援会』という組織があり、その分団や団員をサポートしています。
　訓練等活動内容は、別々の日に行っていた訓練を同一日にしたり、消防協会支部と連携し『こど
も園』に出向いて防災教室を行っている他、日本三大盆踊り『西馬音内盆踊り』では本番の３日間各
分団持ち回りで、かがり火警戒や広域消防職員と共に全国から来場する観光客や踊り手の急病人
や体調不良者の対応に当たっています。
　団員が勤めている町内の一般企業では、業務中に発生した火災や各種災害に対しての出場に積
極的に協力してくださる事業者が多くあり、非常に助かっています。
　羽後町でも、ある日突然襲ってくる自然災害等に対応できるよう地域住民の協力を得ながら地
域防災の維持向上と体制確立を図るために、日々の活動や訓練に取り組みを続けます。
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栃木県 地域防災力の中核として

市貝町消防団�
団長

佐藤　兼二

練、救命講習会などを行っています。 
　また、地域の皆様の災害、防災、減災に対
する知識の向上になればと、消防署の協力を
得て「防火消防フェア」を令和５年度より開催
しています。放水体験をはじめ水消火器での
消火体験、はしご車の搭乗体験、VR防災体
験車でのVR災害体験、消防車、ドローン展
示などを内容としました。来場し体験しても
らった子供たちの真剣な眼差し、笑顔が印象
的でした。これも協力をしてくれる消防署の
皆さま、団員がいるからこそだと心より感謝
しています。 
　ここ数年、当消防団も団員数の減少、新入
団員の確保、その他にも様々な課題も抱えて
いますが、地域防災力の中核として団員一丸
となって、大好きな市貝町を守り続けていき
たいと思います。 

　市貝町は栃木県南東部に位置し、総土地面
積 は6,425ha、 林 野 面 積 は2,378ha、 人 口 約
11,000人で「日本一の里地里山」と称賛される
ほど自然環境に恵まれ、とくに絶滅危惧種の
渡り鳥・サシバが多く生息しており、生息密
度は日本一といわれています。また、町内を
走る真岡鐡道には休日になると「SLもおか」
が運行し、鉄道ファンや子どもたちに人気の
スポットとなっています。 
　市貝町消防団は現在181名、２分団15部で
構成され、地域の皆様の生命、身体、財産を
守るため、消防署、警察署と連携し活動をし
ています。 
　令和６年２月に総務省消防庁の「消防団の
力向上モデル事業」を活用して消防団として
は県内初となるドローン航空隊を発足し同年
４月１日（月）より運用を開始しました。現在
４名の団員が操縦士の資格を取
得し火災、その他の災害、行方
不明者捜索などに備え、迅速、
的確に活動できるよう訓練を重
ねています。その他の訓練につ
いては、当町は紹介のように、
山林も多く、季節、場所によっ
ては火災発生時、遠距離送水が
必要となる場合もあるため、１
km以上の中継送水訓練の実施、
救助が必要となる災害に対応で
きるよう救助機材の取り扱い訓

46日本消防　2025.9



　日本消防会館の６階には図書室があります。この図書室は、昭和56年に旧日本消防会館が建設
された当時に収集された図書類を引き継ぎ、現在も（公財）日本消防協会が制作した印刷物や図書
類、総務省消防庁および消防関係団体から寄贈された資料等を整理・保管しています。　
　この図書室は、消防関係者だけでなく、一般の方々にも自由に利用していただけるよう設けら
れています。他では閲覧できない貴重な蔵書もあり、大学で消防史を研究されている方が訪れる
こともあります。
　このコーナーでは、不定期で蔵書の紹介を行ってまいります。皆様も、日本消防会館にお越し
の際は、ぜひ６階の図書室にお立ち寄りください。

図書室利用方法
　（公財）日本消防協会 資料室・総務部（日本消防会館７階）にて、必要事項をご記入の上、ご利用
ください。

日本消防会館　６階　図書室

日本消防協会
一般図書・参考書類

「消防百年史」

他日本消防協会
制作図書　　　

日本消防協会
機関紙

「日本消防」

自治体
消防
周年

記念事業

「大日本消防」
日本消防協会
機関紙

「日本消防」
自治体
消防周年
記念事業

「消防白書」
等消防庁
制作図書・ 
印刷物類

「市町村
要覧」等

防災・災害
関係

赤穂義士
関係

総務省及び
消防庁制作
図書・
印刷物類

都道府県
・市町村
消防活動
関係

総務省及び
消防庁
関連団体
制作図書
印刷物類

都道府県
市町村
消防活動
関係

防災・災害
関係

東京大空襲
大災害関係

防災・災害
関係

消防法関係

大漢和辞典

東京大空襲
大災害関係

関東大震災
阪神・淡路
大震災

東日本大震災
熊本地震
その他の
地震等関係

都道府県史
市町村史

国の政治
経済関係

外国消防関係

測量等統計
関係

災害調査
報告書関係

国の政治
経済関係

江戸消防

皇室関係

国の政治
経済関係

警察・警察史
関係

日本消防協会
一般図書

CD・DVD類
（日本消防協会・他団体制作）

日本消防協会各部制作
印刷物置き場

机 机

椅子

入口

椅子

日本消防協会
制作印刷物類

〇当協会に寄贈いただける図書等がございましたら、ご連絡ください。

（公財）日本消防協会　資料室・総務部
TEL：03-6263-9485

図書館長の小部屋
（公財）日本消防協会　資料室・総務部
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